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大管長会 メッセー ジ

キ リ ス トの贈罪一至高の賜

第二 副管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ク リスマスの時節が訪れ，イエス の慈悲 と恵み への感謝 と

い うことに思いを はせ たとき，私 の心 は賄罪 とい う大 いな る

贈 物を思 う気持で一杯 になる。 そ して私 の罪 を贈 って くだ さ

る御方への感謝の気持 は高 まるばか りであ る。

連 日の報道を通 じて も明 らか なよ うに，人類 は罪を犯 し，

また律法に背 くことによって，物理的 にも精神的 に も多 くの

苦痛，苦難を招いて いる。義 を守 る人 々は このよ うな状 態に

心を痛めて いる。彼 らは， も し人類 がキ リス トの瞭罪を理 解

し， その祝福を受 け られ る
.ように自、らを備 え るな らば，そ う

い った苦 しみ は皆根絶 でき るとい うことをすべての人 々にわ

か って欲 しい と願 っているのである。.

贈 罪 には二つ の面が考 え られ るが そのひ とつ，死人の中か

ら復活す るとい うことはきわめて容易 に， しか も非常に広 く

受 け入れ られ ていち。パ ウロはその ことを的を得た簡素な言

葉で このように記 してい る。

「アダムにあ ってすべ ての人 が死んでい るのと同 じよ うに，

キ リス トにあってすべ ての人が生 かされ るので ある。」(1コ

リソ ト15：22)

モル モソは，次 の聖 句にあ るよ うに信仰 と希望 と愛につい

ての偉大 な説教 か らかんが みて，瞭罪にはふたつの面が ある

とみな してい る。

「あなたたちは何 を望 むべきか。よ く言 ってお く。 あな た

たちはキ リス トの身代 りの瞭罪 とその復活の力 とに よって，

自分 たちが よみが えって永遠 の生命を得 ることを望むべ きで

ある。」(モ ロナイ7：41)

人 は復活す るためにキ リス トを信 じる必要はない。 「〔イ

エスが言 われ たよ うに〕墓 の中にい る者た ちがみな神の子の

声 を聞き，

善 をお こなった人 々は，生命 を受け るπめに よみがえ り，

悪を おこなった人 々は，さば きを受 けるため によみが えって，

それぞれ出て くる時が来 る」(ヨ ハネ5：28，29)か らであ

る。

私 たちが今 ここで考 えてい るの は，人 に 「永遠 の生命」を

得 させ る贈罪 の ことであ る。復活の中の この祝福を受 けるた

めに復活 す るまで待つ必要 は何 もない。ア ミュレクはニー フ

ァイ人 に こう告げてい る。

「私 のは らか らよ。……道 を踏んで悔改あの実を結んで も

らいたい。

ご らん，今 こそあなたたちの救 われ る時であ って， しかも

またその救 いの 日であ る。それであ るか ら， もし悔い改 めて

心 をかた くなに しないな らば，偉 大な瞭いの計画はす ぐにあ

なたたちにその効果 を及 ぼすであ ろう。」(アル マ34：30，31)

人 が キ リス トの賄いの中で悔改め とい う祝福 を受 けようと

自 らを備 える とき， その人 は神の力によ って罪を赦 され，霊

によって新 し く生 まれる。彼 は新 しい人であ り，神の属性を

身 に受 けて，「悪を行 う性 質 をな くして常に善を行 う望みを」

(モ ーサヤ5：2)持 つ 。 また彼 は良心が安 らかにな り，そ

の心が喜びに満 た され る。(モ ーサヤ4：3参 照)こ れは，

主が次の聖句で言わん とされ たこ とである。

「すべて重荷 を負 うて苦労 してい る者 は，わた しの もとに

きな さい。あなたがたを休 ませて あげよ う。

わた しは柔和で心のへ り くだった者で あるか ら，わ た しの

くび きを負 うて，わた しに学び なさい。 そ うすれ ば， あなた

がたの魂 に休みが与え られ るで あろ う。

わ た しの くび きは負いやす く，一わ た しの荷 は軽 いか らであ

る。」(}マ タイ11：28-30)

も しすべての人がイエスを信 じ， イエ スの言葉 を何 の疑い

もな く受 け入れ，そ して その戒 あに従 うな らば，人 の世 の様

々な問題や悲 しみは 「旭 日の盛 なる光 に朝霜 の溶 け去 るが如

く」消え失せ るであ ろう。(教 義 と聖約121：11)
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ニーファイ第四書に;以 上のことを実行 し二百年間平和で

幸福な社会を維持 した民の記録が載っている。

「第三十六年には，ニーファイ人 とレーマソ人とを問わず，

全地の住民がみな心を改めて主を信ずるようになったので，

その間に何の不和争論もな く一人のこらずみな互いに正 しく

扱った。

そればか りでな く，一同 は一切 の所有物 を共有 したので富

んでい る者 と貧 しい者 との区別 もな く， 自由な者 と奴隷 との

区別 もな くて，誰 もかれ も自由とな り天 の賜を授 け られた。

民 はその心に神の愛を保 って いたか ら，全 国に何 ら不 和が

なか った。

また，嫉 姑，争闘，暴動， みだ らな行 い，虚言 ，人殺 し，
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および何 らみだりがわ しい行いがなかったか ら，まことに神

が造 りたもうたすべての民の中でこの民ほど幸福な民がある

はずがなかった。」(]V手 一ファイ2，3，15，16)

人に永遠の生命を得させるというキ リス トの賄罪の一面を

理解するには，私たちこの地上に住んでいる死すべき肉体を

持つ人間は，神のみたまによって教えを受けると同時にサタ

ソの誘惑 も受けるということも自覚 しておかなければな らな

い。人はだれでも責任を取れる年を過ぎると，ある程度サタ

ンの誘惑に属するものである。 しか しただひとり，神の御子

イエスは霊にあっても肉においても例外であった。

私たちはサタソの誘惑に負けると汚れてしまう。そしてそ

れが次第に広がって くると，物質的，肉欲的となり，悪魔の

ようになってきて，最後には神のみ前か ら放逐 されることに

なるのである。罪の汚れか ら清あ られていない者が神のみ前

に再び立つ ことはできない。なぜな ら 「清か らざるものは御

父の王国に入 ることを得ず」(皿ニーファイ27：19)と あるか

らである。自らの自由意志を行使することにより，神の王国

に備わったある場所を自ら失った者はその場から放逐され，

自分ひとりの力でい くら努力したどしても再び戻ることはで

きない。仮に彼 らが立 ち帰ることになっているとしても，そ

の罪の瞭いは追放 されなかったある人によってなされなけれ

ばならない。イエスはまさにその御方であった。

地に住むすべての民は霊において皆 「神より生れたる息子

と娘」である'。(教義と聖約76：24)イ エスは神の長子であっ

た。前世において霊の子供たちに，肉体を受け試練を受ける

ことが計画されたとき，イエスは神の御子としてこの地上に

生を受け，罪のない生活を送るよう選ばれ任命 されていた。そ

して この地上におられる間，全人類の罪を瞭うため，正義の要

求を満たすに足 る苦痛を受けることになっていたのである。

紀元前570年 頃， リーハイはキリス トが世に出でたまい，

「真にへりくだった心と悔いる精神のあるあらゆ る人たちの

ために律法の要求する所に応 じようとして，人聞の罪を賄う

ために自分の身を犠牲 となしたもうのである。メシヤは上に

述べたような人々のほかには誰にも律法の要求する所に応 じ

たまわない。

・ それであるから，これ らの事をこの世に住む人々に聞かせ

て，聖いメシヤの功徳 と慈悲と恩恵とに頼 らなければ，神の

御前に住まえる人が一人 もないことを知 らせるのは非常に大

切ではないか」と述べている。(皿 ニーファイ2：7，8)

ヤコブも次のように述べている。

「誰でもみな神の声に聞き従うな らば，神はあらゆる人を

救 うためにこの世に降りたもう。見よ，神 はおよそアダムの

家族である者は男でも女でも子供でも，差別な くあらゆる命

のある者の苦痛を受けたもう。」(皿 ニーファイ9：21)

ゲツセマネで苦痛を受けられてか ら1800年後，イエスは親

しくひとりの兄弟の名を呼んで，悔改めを説かれた。，

「この故に今われ汝に命ず，悔い改あよ。わが口のしもと

と，わが怒 りと，わが憤 りとを受けて汝の苦痛甚 しからざら

んがために悔い改めよ。すなわちその痛苦の如何に甚 しきか

を汝知 らず，その如何に強烈なるかを汝知 らず，また如何に

堪え難 きかを汝知 らざるなり。

見 よ。われは神なるに，人もし悔い改むるならば この苦 し

みを受けざらんがために，すべての者に代 りて この苦 しみを

わが身に受けた り。

されど，人もし悔い改めずば誠にわれと同じ苦 しみを受け

ざるべか らず。

その苦 しみたるや，われ神，すなわちすべての中最 も大い

なる者なりといえども痛苦のために身をふるわせ，あ らゆる

毛の孔より血を湧かせ，身と霊と両つなが らを苦 しめ，すな

わちこの苦 きさかずきより呑まず して しりごみするも可なら

んことを欲 したり。

然はあれども，父なる神は讃むべきかな。さればわれはこ

の苦 しみをなめ，人の子 らの為に準備を為 し終 りたり。」(教

義と聖約19：15-19)

イエスが このような代価を支払われたのは，私たちが信仰

を持ち悔改めをすることによって罪の赦 しを受け永遠の生命

という祝福を享受できる道を備えるためであった。そ してす

べてはその賄罪一至高の賜によって可能となったのである。
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忘 れ え ぬ プ レ ゼ ン ト

初めてのク リスマスに天父が世にた

まわった賜は，以来民の生活に忘れえ

ぬ影響を残 してきた。 しかし私たちは

どんな贈物を人に与えてい るだ ろ う

か。次に，英国か ら日本まで各地の聖

徒たちが，クリスマスを現実のものと

した愛のプレゼソ トを私たちに語って

くれる。

イタ リア， 時 は1943年

ウオ ル タ ー ・ス チ ー ブ ン ソ ン

英 国 ， ロ ソ ドソ

お よそ似つかわ しくないク リス マス

を過 ごした1943年 の あの 日ほど， ク リ

スマスの精神 を深 く感 じた ことはかつ

て ない。

米 国第5陸 軍英 国師 団に所 属 した私

は， 当時イ タ リア にいた。サ レル ノ上

陸以来死傷兵が あいつ いで，相 当な数

に達 していた。12月 にはナポ リの北 を

ゆ っ くり進攻 したが，寒 くて び しょぬ

れで，ぬか るみが ひ ど く，極度 に疲れ，

少 々ホームシ ックにかか っていた。 あ

れほ ど，近 づいた ク リスマスがわび し

く， ほど遠 いものに感 じられた ことは

初 めて だった。

戦闘が小休止 に入 ったのを好機 に，

私 たちは小 さな農場 に腰 を 落 ち 着 け

た。 その地方 は戦 闘のため荒 れ果 てて

いたので，農家の表戸をあけて主人夫

婦と7人 の子供を見つけたときにはび

っくりして しまった。彼 らは私たちを

招いて夕食のスープをごちそうして く

れた。

農夫は，神が自分たちを守って下さ

ったのだと話 した。2歳 か ら14歳まで

の小 さな子たちは，何 日も地下室にぎ

ゅうぎゅう詰めで，ふたりの女の子は

足が赤 くただれ，もうひ・とりは背中を

りゆ う散弾で撃たれ，父親は腕を負傷

していた。家畜の大半は殺 され，納屋

は焼かれ，馬 と食糧のほとんどと家財

の一部は退却 してざた ドイッ兵に奪わ

れていた。石けんも医薬品もなく，食

べ物もごくわずかだが，家は無傷で一

家は離散もせず，ほかへは移りた くな

いと言 っていた。

私たちは彼 らの協力を得て，そこを

戦闘司令部に した。私は衛生兵 だった

ので，部隊長から子供たちのためにで .

きるだけのことをするようにと命じら
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「

れた。砲兵中隊全員がその家族のこと

を気にかけていた。彼 らのク リスマス

はまったくみ じめだろうと思われた。

私たちは彼 らに内緒で， 一 家 の た

めに貴重な化粧石けんやタルカムパウ

ダーやあめやいろいろなものをかき集

めた。小 さな木が根こそぎになってい

るのを見つけたので，クリスマスツリ

ーらしくはなかったが，それを銀紙や

色紙で飾 りたてた。飾 り終えると，ツ

リーはこれまで見たこともないほどす

ばらしいクリスマスゾ リーになった。

兵士たちが自分の家族への思いのあり

ったけを込めて飾 ったツリーだった。

ク リスマスイブの就寝時には，子供た

ちがイギ リス人の兵隊とその家族のた

めに祈っている声が聞こえていた。

クリスマスの朝早 く私たちが夫婦に

プレゼソ トを渡すと，彼 らはうれ し涙

を流 した。その晩の夕食には，イギ リ

ス人にとってはク リスマスのごちそう

には初めてだというスパゲ ッテ ィ ー

と，イタ リア人には初物のイギ リス風

ク リスマスプデ ィソグが出た。あのさ

さやかなプレゼソ トに大喜び した子供

たちのこと，抱 きあい，キスを しあっ

てどの目にも涙が浮かんでいたことを
⊃

私は決 して忘れ られない。一家は英語

が話せなかった。私たちもほとんどイ

タリア語が話せなか った。しか し農夫

の乾杯のことばは全員が理解できた。

「今私たちの感 じている気持がどの人

の心にもあったな ら，この戦争は起 こ

らなかったものを。」幾人 か の兵士に

とって，あれが地上最後のクリスマス

，になり，生 き残 った私たち に と って

は，一番印象深いクリスマ ス に な っ

た。

凍 え る 足 と 暖 か い 心 と

ニ コ ー ル ・フ ィ ロ ー サ

フ ラ ソ ス ， マ ル セ ・一ユ

マルセーユのその年は非常な寒さだ

った。どこも氷が張っていた。重い荷物

を持っての買物の帰 り道，私はアルジ

ェリア人のふたりの少女を見かけた。

年の頃は18歳 と13歳。小 さな子は夏向

きのス リッパをはいただけで，足は寒

さで真 っ赤になっていた。

私は何 とかしてあげたい気持に駆 ら

れ，近寄って行 って声をかけた。 「靴

があるの，あまり上等 じゃないけど。

でもどなたに差 し上げたらいいのか，

困っていたのよ。もしよろしければは

いて下さいな。」

少女は耳を疑った。 「ほんとにわた

しに?い ま?」

私 はそうよと言 い，ふ た りを連れて

帰宅 した。少女が靴 をはいてみるとぴ

った りだった。ち ょっ との聞 ス トーブ

のそばで体 を暖 めた彼女 は，ク リス マ

スッ リーに感 嘆の声をあげた。「こんな

にきれいなッ リー，見 た ことないわ。」

その率直 さが心にすんな りきて，私

た ちは旧知の友の ようにキ リス ト教 と

イス ラム教の慣習 について話 しあった

が， その ときは人種 も宗教 もあんなに

違 う3人 なのに，人間愛以外 の何 もの

も感 じなか っだ。私 たちは3人 とも神

の子供 ，心 にはその思いだけだ った。
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三1鋼

鉢 植 え の 松

ロジ ャー ・K， ウ イ リア ム ス

イ ラ ソ， シ ラ ズ
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ク リスマス の2日 前の こと，ソフ ァー

に腰 かけた私 たちの心 は，私 たちの家

の土屋根 のよ うに重 くふ さいで いた。

イ ラソのシラズ には末月聖徒 は私 た

ちしかいないので，妻 と私 は自分 たち

で集会 を開 き，聖典 につ いて話 し合 い

「エ ソサイソ」 と 「ヂ ャーチ ・ニ ュー

ズ」を読ん だ。 その ことによって霊 的

に高あ られ は したが，私 たちにはほか

の末 日聖徒 との交流が欠 けていた。 ク

リスマスの季 節に，私 た ちはその こと

を非常 にさび し く思 った。

外 は暗か った。町 の物売 りや ロバの

呼 びかわす声 も，すでに静 ま っていた。

1歳 の娘のジ ェニーは眠 って いだ。私

たちは黙 ってすわ ってい たが，台所 の

ドアの下にかすかな音が して，静寂 は

破 られた。

妻 のパ ムが ドアの所へ行 ってみて，

「まあ っ」 と小 さ く叫んだ。 「これ は

何 で しょう?」

家主 の息子が くす くす笑 いなが ら，

ざわ ざわ と音 を させ て，2メ ー・トルほ

どのす らっ とした松 の鉢植 えを運 んで

きたのだ。長 いク レープ紙 のテープや

輪 に してつ ないだ紙 を うしろにひ きず

って。彼 はその木を ソフ ァーの真 ん前

に置 き，テ ープ とチ ェーソのよ うにつ

ない だ紙をた ぐり寄せて松 の枝 にかけ

た。少年 の母親 と姉が ドアの所 でに っ

こり笑 って いた。

私 たちは松 の木 を じっと見 つあた。

白， ピソク， ブル ー，紫 のテープが 枝

にゆ った りとたれ，赤 と緑 のル ープが

まわ りを ぐる っと伝 っていた。綿 の雪

が所 々の枝 に置かれ ていた。

「ど うい うことで しょう」 と私 は言

った。

パ ムはの どをつま らせ なが ら平静 を

つ とめて， 「んまあ一， とって もすて

き!」 と言 ったσ

それか ら，私 た ちは再 び黙 って腰 を

おろ した。 しか しそれは満 た された沈

黙 だ った。笑 みが 自然にあふれて くる

沈 黙だ った。私 た ちの家主 一家 はユ ダ

ヤ人 なのだ6
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キ リス ト教徒 の夜

遠 藤 孝 紀

日本札幌伝道部

以前私は何 も考えずにさっさと帰宅

していたものだが，今か ら13年前の，

クリスチャソとしてクリスマスを祝っ

た初めての夜は，雪を踏み しめる靴音

の一つ一つに耳をすま し，立ち止まっ

ては星を見上げて，そのたびに心に受

けたイエス ・キ リス トの知識をかみ し

あたものだ。

その知識はクリスマスの半年前に，

私にもたらされた。金 もうけだけを考

えていた当時，良友からだしぬけに 「

遠藤君，いっしょに教会に行ってみた

くないかい」と言われたのだ』私は，

彼が自分の考えもつかない世界を知 っ

ていることにびっく・りした。

その年，あの雪の晩に，半年間心に

ふ くらみ続けてきたものを実感 として

味わいなが ら，初めてクリスマスを祝

ったのだった。それは何にも代えられ

ない贈物だった。その後私は永遠の伴

侶を見いだし，そしてクリスマスを4

人の子供 と共に祝うどき，友から受け ・

たすば らしい贈物めことを思い出すの

である。

噸響
無 轟 亀甑

噸ピ
纏癒魏麟 購 露



'

わ た しを巻 き添 えには

しないで くれ

エ ドナ ・M・ ジ ョー ン ズ

英 国 ， レス ター

「今年 はうちで子供 たちと一緒 だぞ。」

10年 前の ク リスマス に，父 さん は息子

た ちと私 にそう宣言 しま した。 「これ

か ら毎年，家族みん なで過 ごすこ とに

なるぞ。1度 ぐらい家族 だけですごす

のもよいだろ う。」

私 はす ぐに賛成 しま した。私に とっ

ては，お茶 や ク リスマスの晩餐 につ き

ものの ワイソを飲 まない ことで家族や

友人 と論 争す るよりも，簡素 なク リス

マスを過 ごす ことの方が気楽で しょう

か ら。けれ ども，その 日はも うク リス マ

ス ・イブで，私 はまだ半信半疑で した。

家の中 は静 ま りかえ って いま した。・い

つ もだった ら今頃 は人が あふれ て，あ

る人 はプ レゼソ トを ほどき， ある人 は

台所で働 き， ある人 はまだ残 ってい る

プ レゼソ トをあわてて包装 しなが ら，

しつ こ く見 ないで見 ないで と叫んでい

るはず で した。

やが て全部 のプ レゼ ソ トが ツ リーの

下 に並 び，食事の用意が整い ま した。

それまでの ク リスマスイブ には，家族

は一番 暖かい身な りを して，教区 の教

会へ深 夜 ミサ に出か けて いま したが，

その晩，夫 は息子 たちを連れ 出す つも

りなので しょうか。

モルモ ソでい る ことは容易 であ りま

せんで した。 その1ヵ 月半前 ，夫 は こ

う言 い ま した。 「しな くち ゃな らない

，ことが あると思 うな ら， いいよ，や り

た まえ。 しか しわ た しを巻 き添 えには

しないで くれ。新 しい友 だちも この う

ちには呼ばないで くれ。」

私は，何 としてもバプテスマを受け

な くてはな らないとわかっていました

が，夫のそのような無関心は予想 しま

せんで した。夫が静かなクリスマスを

望んだのは，親戚に私のことを説明し

な くてよいようにというわけだったの

で しょうか。

家族4人 が夕食の席に着 くと，私は

言葉に気をつけなが ら， 「今晩はだれ

か教会に行 くか しら」と聞きました。

夫は 「いいや」と答えました。 「子

供たちとわたしはうちでテ レビでも見

ようと決めたんだ。」

クリスマス らしくありま せ ん で し

た。息子たちがツ リーを飾ろうとせが

んで長男が飾 りつけを引き受けたこと

で，私はほっとしました。少な くとも

息子たちはク リスマスを退屈 しなかっ

たで しょう。長男はハソダごてと短い

針金で何かを作るのに余念がな く，弟

はサッカーをやめましたか ら。

「お母さん，今晩プレゼソ トを開け

てもいいんで しょ」と，12歳 の子が聞

きました。 「ああ，どうぞ，いつもの

通 りよ。」やがて私たちはさんざん冷や

か したり笑ったり，胸をわ くわ くさせ

て，ひとつずつの包みを見 つ け ま し

た。私はじゆうたんに座 り込んで，ど

れを開けた らいいか捜 しました。

「ほ ら，ここだ。」お父さんはそう言

って，私のひざに重い包みをのせまし

た。，きちんとした長方形の包みで，真

白な包装紙の隅に，ば らのリボソが似

合っていま した。私が気をつけてテー

プをはが している間に，子供たちは自

分の箱の包みをほどいて，中身を見て

喜んでいました。夫は私の手 もとをじ

っと見ていました。

だんだんに，それが紺色の表紙の本

だ とい うことがわか って き ま し た。

モルモ ソ経， その表題 を目に したとき

頭 の中をまさか とい う思 いが よぎ りま

した。そればさ し絵入 りのモルモソ経

で した。私 はその本の ことを聞いてい

ま したが，数 少ない 日曜学校の出席者

はみんな私 と同 じで教会 に新 しく，だ

れ も持 って いませ んで した。

「すて きだわ!あ りが とう」 と小 さ

く叫 んで， 「で も， どうして これが手

に入 ったので し ょう」 と聞 きま した。

す ると夫 は言 いま した。 「ん一 。

君が見 ていた雑 誌にサー リ州の本屋 の

住所 が出ていたんで，非番の昼 か ら車

で捜 しまわ ったん だ。」

私 はあふれ る涙 を押 さえることがで

きませんで した。 「まあ， だって あな

たは……。」

「君 を愛 しているか らだよ。」夫 はや

さ し く言 いま した。r君 を愛 している

か らだ。」

注 ：ジョーソズ姉妹の夫君と下の息子はし

ばらくして教会に入った。レスターステー

キ部所属で全員活発である。'
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家 族 劇 場

「幼 な 子 が 生 ま れ ま
し た 」

作 ：メ ー プ ル ・ジ ョー ン ズ ・ガ ボ ッ ト

どのようにすれば，家族が本当のクリスマスの物語に接す

ることができるで しょう。朗読劇場はどうで しょうか。家族

が聖書に登場する人 々に扮 して，ひとりひとりこの聖なる出

来事について語りま しょう。役をふや したり，小道具や衣装

を用いたり，せりふを変えてみた りして もおもしろいと思い

ます。可能性は無限にあります。

ヨ セ フ ：

憐れみ深 い神 よ，マ リヤはみ こもり

御子が生 まれ たまいます。

あなたはなん と不思議 な ことをな さるので し ょう。

なん と賢 い ことをな さるので し ょう。

み使 いが告 げた もうた神 の御子 ，

、お とめか ら生 まれ たも うた神 の御子，
穐まことに

，私 は彼女 を知 る ことはあ りませんで した。

・マ リヤは何 と美 しい ことで しょう。

ヘ ゴ

マリヤには疲労の影もな く，

信仰の光に満ちあふれています。

まこと㌍不可思議なことに，カエサルの命令で

私たちは長い旅路につきました。

「ベツレヘムよ」と聖なる書に書かれている地まで。

マ リヤは疲れ，宿 もな く

み すぼ らしい うまやを借 りま した。

「か くして，すべてが成就 されま した。」

宿 の主婦

しか し部屋 はな く，

い くらせが まれ て も，部屋 はい っぱいで した。

マ リヤ はなすすべ もな く，

雑踏の中 に立 って いま した。

マ リヤが大 きなお腹を して いて も

群衆 は全 くおか まいな し。

私は喜んで部屋をあけようとしましたが，

飲あや歌えの大騒 ぎの中では，

静かな場所はありませんで した。

夫はふたりに出て行ってもらおうとしましたが，

私はうまやを貸 してあげました。

そこは静かで安 らぎがあり，

掃除も行きとどいていました。

羊飼い

私たちはこの丘に立っていました。

私たちは眠 らず，羊たちも落ち着きませんでした。

(
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きっと羊たちも，その夜何か普段 とは違 ったものを

感 じていたので しょう。

突然，空が輝きわたり，

主のみ使いが，私 たちのもとに

降って来 られました。

主の栄光が私 たちをあ ぐり照 らしたので，

私たちはとても恐れました。

私 は心 の中で ，そのよ うな ことは

起 こるはず はない と，思 っていま した。

しか し，起 こりま した。

私たちはみ使いが こう言 うのを聞きました。

「きょうダビデの町に，あなたがたのたあに

救い主がお生まれになった。」

私たちは確かに聞 きました。

そして私たちはおびただ しい天の軍勢を見ました。

そして，彼 らが神をたたえるのを聞きました。

「い と高 きところで は，神 に栄えが あ るよ うに，

地 の上 では，人 々に平和 とよき思 いが あ るよ うに。」

ああ，ベ ッ レヘ ムへ行 って何 とうれ しか ったことで しょう。

布に くるまれ，飼葉 おけにねかせ てあ る

聖 な る御子，'救い主，主 なるキ リス トを見 ま した。

主 は主 の民 の中に，いや しい身 分 にお生 まれ にな りま した。

マ リヤ

御子は生まれたまいました。

長い貴い日々の間，御子は私の血 と私の呼吸で

息づいてお られました。

今，御子はここにお られます。

御子は完き人の形

私は御子を生みたてまつ りました。

この子が神の御子だとは，信 じる者には奇跡以外の

何者でもありません。

子供の誕生はどれもみな奇跡，信仰と愛の奇跡です。

そして神の奇 しきみ業なのです。

しか し， これよ りも大い なる ことが あるで しょうか。

ガブ リエルは言 いま した。 「それゆえ に，生 まれ 出る子 は

聖 なる ものであ り，神の子 ととなえ られ るで しょう。」

なぜ御子はこのようないやしいところで

お生まれになったのでしょう。

これか ら後，神の御子がいやしい人 々の間で

生活 なさる ことの先ぶれで しょうか。

おそ ら くそ うで し ょう。

しかし，王 もこの子の前に頭を垂れ，

博士たちもこの子の言葉を聞き，

幼な子 らもこの子を愛することでしょう。

御子はまだ何 もなしたまいませんが，

私の使命はすでに終わりました。

世が この王を受け入れるように。

神の御子は，生まれたまいました。

博士たち

私たちは突然空に輝 く星を見ました。

光は速かに，そしてあまね く輝きわたりました。

比類ない大きな星は，私たちをひきつけてはなさず，

東の国か ら導き出しました。 、 ，

長い闇の勉学と探究の末，私たちは没薬や乳香や金を集め

予言された天の賜を求あて，せき立てられるように診漠

を越え，川を渡って旅をしました。

「子ダヤ人の王としてお生まれになったわ〉たは，どζにお

られますか。」私たちはたずねました。

しか しヘ ロデ は， その奇跡， その光， その選 ばれ た御子の

ことについては何 も知 らないふ りを しま した。

私 が真理を捜 している ことを知 った祭 司長 たちや律法学者

た ちが ， 「ユ ダの地，ベ ヅレヘ ムよ」 とい う言 葉を示 す

までは。 ∵ .ら1二 覧噛1，

ヘ ロデは言 いま した。 「見 つか った らわ た しに知 らせてく

れ。わた しも拝みに行 くか ら。」 ，

そして私たちは，幼な子とその母マリヤを見つけました。

私たちはひざまずき，ひれ伏 して拝みました。

その後私 た ちはヘ ロデの悪巧 みを夢 で告げ知 らされ，

他 の道 を通 っ七，遠い故 国へ帰 りま した。

御子 は王

私 たちは御子 の星を東 の空に見 ま した。

私 た ちはベツ レヘ ムへ行 き御子 を拝み ま した。

私 たちは， すべ ての人 々を救 うと予言 されてい た王を見ま

した。

ガポット姉妹は， バウソテフルステーキ部バウソテフル第1ワ ー ド

部 日曜学校の主任教師である。 、ピ 、 、..て.'〆、
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ロ バ ー ト ・J・ マ シ ュ ー ズ

ク リス マスが近 くな ると，多 くの人 は与 える ことと受 ける

ことについて考え始め る。 ク リス マス にお互い に贈 物を交換

するとい う習慣 が，いつ どこで始め られ たのか， それ は定か

でない。恐 らく， 「…… また，宝 の箱 をあけて，黄金 ・乳香

・没薬 などの贈 り物を ささげ た」(マ タイ2：11)と あ るよ

うに，幼 な子イエスを拝み に東方か らやって来 た人 たちの間

で始 まったもの と思われ る。 あるい は， イエス御 自身が人類

への贈 り物であ り，人 類を瞭 うため に御 自身 の命を捧 げ られ

たということに基づいて いるのか も知れ ない。

　神 はそのひ とり子を賜わ ったほどに， この世 を愛 して下

さった。それ は御子を信 じる者が ひと りも滅 びないで，永遠

の命を得 るためで ある。」(ヨ ハネ3：16)

「私 はよい羊飼で ある。 よい羊飼 は，羊 のため に命を捨 て

る。 ・∴・・だれかが，わ た しか らそれを取 り去 るので はない。

わた しが， 自分か らそれを捨 て るので ある。 ……人が その友'

の ために自分の命を捨 て ること， これ よ りも大 き な 愛 は な

い。」(ヨ ハネ10：11，18，15：13)

パ ウ ロは言 ってい る。 「……わ た しを愛 し， わた しのため

にご自身を ささげ られ た神 の御子を信 じる信仰 によって，生

きているので ある」(ガ ラテヤ2：20)

ともか く， この習慣 の根源が何で あれ，今 日多 くの人が ク

リスマス に贈物を交換 し合 うので ある。

聖典の中 にも，与え ることと受 けることにつ いて述べ てい

る箇所がい くつか ある。中で も一番 良 く知 られてい る聖 句 は，

エペ ソの長老た ちに宛 てたパ ウロの訓戒であ ろう。パ ウロは

言 った。「……r受 け るよ りは与 え る方 が， さいわいで ある』

と言 われ た主イエスの言 葉を記憶 して いる……。」(使 徒20：

35)私 た ちは，主の このみ言 葉を書 き残 したとい う点 におい

て，特 にパ ウロに負 う所が大 きい。 なぜ な ら， その ことにつ

いて私 たちはイエスか ら多 くの言葉を たまわっているが，パ

ウロの述べ たこの聖句 ほど的確 な聖句 は現代 の聖典 のど こに

も見 いだせ ないか らで ある。
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イ エ スは弟子 たちに，天父 は思 いや りのあ る御方 であ り，

神 のすべての子 らの幸福に この上 ない慈愛 を もって関心 を示

してお られ るとい うことを教え られ た。

「あなたが たの うちで， 自分の子がパ ソを求あ るのに，石

を与 え る者 があろ うか。

魚 を求 あ るのに，べびを与 え る者が あろうか。

このよ うに，あなたがたは悪い者で あって も， 自分 の子供

には， 良い贈物 をする ことを知 ってい るとすれば，天にい ま

す あなたが たの父 はなお さ ら，求めて くる者 に良い ものを下

さ らない ことが あろ うか。」(マ タイ7：9-11)

天 父 は惜 しみな く与 えた もう御方 であ る。そ こでイエス は

私 たちも慈悲深 くあ り，互 いに，すなわ ち友人ばか りでな く

援助 を必要 としているすべ ての人 に対 して助 けとな るべ きで

ある と語 られた。天父 は次 のよ うな模 範を示 してお られ る。

「天 の父 は，悪 い者 の上 に も良い者 の上に も，太陽を のぼ ら

せ ，正 しい者 に も正 し くない者に も，雨を降 らして下 さるか

らである。」(マ タイ5：45)そ れ 故，人 もまたたとえ相手

が 自分 の友 でない として も，彼 らが 「天 にい ます あなたが た

の父 の子 となるために」 よい贈物 を しな ければ な らない。

「あなたが たが 自分を愛 す る者 〔のみ〕を愛 したか らとて

なんの報 いが あろ うか。そのよ うな ことは取税人で もす るで

はないか。

兄弟 だけにあいさつを したか らとて，なんのす ぐれ た事を

して いるだろ うか 。そのよ うな事は取税人で も してい るで は

ないか 。」(欽 定訳 マタイ5：45-47)

ヤ コ ブ も同様 の ことを述 べてい る。 「あな たたちは自分 の

兄弟 を自分 自身 のよ うに思え。かれ らと皆親密に して， …惜

まず にあなたた ちの財 産を与えよ。」(ヤ コブ2：17)

人 は捧物 をす るとき，いやいやなが ら惜 しんです るので は

な く，喜 んで しなければな らない。「もし悪 い人 であ るな ら，

捧物 を して も惜 み惜 みす るので，捧 物を しない と同 じこと…

… と認 め られ る
。」(モ ロナイ7：8)

「惜 しむ心か らでな く，また， しい られてで もな く， ……

すべ きであ る。神 は喜 んで施 す人を愛 して下 さるので ある。」

(1エコ リソ ト9：7)

ま た ，敵 の圧 制か ら解放 された喜びで祝宴を あげて いるさ

い中，古代 のユダヤ人 は 「互いに食べ物を贈 り，貧 しい者 に

施 しをせ よ」(エ ステル9：22)と さ とされ た。

しか し，天父が私 たちに与 えて下 さった数 多 くの賜の中で

最 もすば らしい賜は御子 であ り， 「一切の善い賜物 はキ リス

トか ら授 け られ る」 のであ る。(モ ロナイ10：18)パ ウ ロ

は このよ うに語 ってい る。

「神 の賜物 はわた した ちの主キ リス ト・イエス における永

遠 のいのちであ る。」(ロ ーマ6：23)

「しか し，キ リス トか ら賜わ る賜物 のはか りに従 って，わ



たしたちひとりびとりに，恵みが与えられている。」(エ ペソ

4：7)

「言いつ くせない賜物のゆえに，神に感謝する。」(皿 コリ

ソ ト9：15)

主は予言者ジョセフ ・ス ミスを通 じて，さらにこう言われ

た。

「もし汝善を行わんと欲 し誠に終りまで変ることな く忠信

ならば，神の王国に救わるべし，こは，・神の賜のうち最大な

るものなり。およそ，救いの賜に勝る賜はあらざればなり。」

(教義 と聖約6：13)

これは神の賜のうち最大なるものではあるが， この現世の

生涯を終えた後にはじめて完全に受けることのできるもので

ある。しかし主は，死すべき肉体を持っ間にも受けられる賜

があると言われた。それは，聖霊の賜であり，人が肉に在っ

て受けることのできる最大の賜である。ニーファイは聖霊に

ついてこう記 している。r聖 霊……，およそ神を熱心に求め

る者たちに神が与えたもう賜である。……すべて熱心に求め

る者はその求あるものを得，神の奥義 は聖雪の力によって，

……これ らの者に開かれる。」(1ニ ーファイ10：17，19)

万物更新のときに，人は自らが与えたと同じものを受ける

であろう。伝道者は語 っている。 「あなたのパソを水の上に

投げよ，多 くの日の後，あなたはそれを得るか らで あ る。」

(伝道11：1)ア ノレマはこの聖句を次のような言葉で説明 し

ている。

「……回復 とは悪を悪に，肉欲を肉欲に，悪心を悪心に，

善を善に，義を義に，正義を正義に，憐みを憐みに元通 りに

復すことである。……

お前から出るものはお前にかえる。それであるか ら回復 と

いう言葉はかえって罪人をますます罪があるとして少 しもこ

れに寛 く当ることはない。」(ア ルマ41：13，15)

悪い者の上にも良い者の上にも， 日は昇 り雨は降 るが，神

の大いなる賜と祝福は，人が神を信仰 し罪を悔い改めるまで

すなわち人にそのような賜と祝福を受ける備えができるまで

与え られない。(イ テル12'：6-22参 照)こ の現世におい

て大いなる賜を完全に知 らされた後，それを拒む者は，永遠

にその祝福を享受することはできないのである。そのような

人についてこう書かれている。

「……彼 らはまた再び自らの場所に帰 り，その受 くべかり

しものを進んで受けざりしにより自ら進んで受 くるところの

ものを受 くべ し。

およそ，人贈物を与えらるるにこれを受けずば何の益あら

んや。見よ，彼は贈 られたるものを喜ばず，また贈りし人を

も喜ばざるなり。」(教義 と聖約88：32，33)

私たちは神の喜ばしい祝福を受けることもさることなが ら

同様に神の懲罰やたしなめも喜んで受けなければならない。

懲 罰は姿を変えた祝福なのであ る。 ヨブは数 々の障害に悩 ま

され た後， こう言 った。 「われわれは神か ら幸を うけ るのだ

か ら，炎を も， うけ るべ きではないか。」(ヨ ブ2： 、10)私

た ちに経験 を与 え，また私 た ちの悪事をた しなめ るために，

天父 は， しば しば私た ちを試 し鍛え られ るのであ る。ヘブル

人 への手紙の中に次の ような聖句が ある。

「私の子 よ，主の訓練を軽ん じて はい けない。主に責め ら

れ るとき，弱 り果てて はな らない。

主 は愛す る者を訓練 し， ……わた したちの益 のため，その

きよさにあずか らせ るため に，… …

すべて の訓練 は， 当座 は，喜 ば しいものとは思 われず，む

しろ悲 しい ものと思 われ る。 しか し後 になれば，それ によっ

て鍛 え られ る者 に，平安 な義 の実 を結 ばせ るよ うに な る。」

(ヘ ブル12：5，6，10，11)

私 た ちは これ まで，神が人 に与 え られ る賜について， また

人が それを受 け るためになすべ き備 えについて述 べている聖

句を引用 してきた。人 は進んで主が与えよ うとされているす

べ ての ものを，仮 にそれが さし当た り喜ば しい ものでないと

して も，喜 んで受け るべ きであ る。私た ちはまた，人 は互 い

に喜 んで良い捧 物を しなければ な らない とい うこ と も学 ん

だ。 しか し人は単に人にのみ与え るべ きで あって，主に対 し

て何の捧物 もしな くて よいのだ ろ うか。主 は，人に どのよ う

な捧 物を して欲 しい と望んでお られ るだろ うか。主は末 日聖

徒に こう言 われ た。 「見 よ，主は真心 と喜びて事に従 う精 神

とを求む。」(教 義 と聖約64：34)ニ ー フ ァイ人 にも こう語

ってお られ る。

「これ よ り後，汝 らは血を流す こと………供 うべか らず。

われ はもはや汝 らの もろ もろのいけにえ と火祭 とを……廃め

よ。 これ よ り後，犠牲 として われ にi捧ぐべ きものは，真 にへ

りくだる心 と悔い る精神 な り。」(1[ニ ー ファイ9：19，20)

この意味 をよ く理解 していたパ ウロは，死 んだ動物 の犠牲

と対比す る ことによってその ことを非常 に適格 に表現 してい

る。

「兄弟 た ちよ。そ うい うわけで，…… あな たが たのか らだ

を，神に喜ばれ る，生 きた，聖 なる供え物 と して ささげな さ

い。」(ロ ーマ12：1)

注 ：受 け る こと と与 え る こ とに つ い て の 参 照 聖 句 ：ヨハ ネ4ゴ10，

1ペ テ ロ4：10， ピ リピ4：15， ヤ コブ1：17， モ ロナ イ10：8

17，30， 教 義 と聖 約46：7

マシューズ博士は，ブリガムヤソグ大学で古代聖典学を教える

助教授である。
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ン ヨ セ フ 兄 弟
カ ー ル ・ア ー リ ン ト ン

ウ ィ リア ム ・ウ イ タ カ ー 画

ジ ョセフ ・ス ミスには，誠実 と熱意

で人を奮い立たせ る魅力があった。た

いがいの人は彼を愛 し，憎んだ人はわ

ずかにすぎなかったが，そのわずかな

人々も農家の少年予言者に会って，感

動せずに立ち去る者はほとんどいなか

った。彼はす ぐれた能力と他人を思い

やる心を併せ備えた人だった。天与の

徳を有 しなが らも，常 人 と同じく世の

誘惑にさらされた人だった。

ジョセブ兄弟の比類ない生涯は，片

田舎の森で捧げた率直な祈 りで 始 ま

り，・過酷な迫害と霊感による翻訳 と癒

しや投獄を経験 し，.1844年カーセージ

の牢獄で銃弾に倒れ，終 りを告げた。

ジ ョセフ ・ス ミスの福音の教えが広

く知 られ，研究 されている割には，彼

の人となりはほとんど知 られ て い な

い。彼はどんな顔を していたのだろう

か。余暇にはどんなことを楽 しんだの

だろうか。友として，隣…人としてはど

んな人だったのだろうか。

現 存の信頼できる肖像画はご く少な

い歩，予言者の外見的特徴を記 した著

述の中に，その姿形を想像することが

できる。怒る暴徒に囲まれたときも静

穏なズミス家にいるときも，生涯ジ ョ

セフの身近にお り彼に寄 りそい続けた

パーレー ・P・ プラットが，次のよう

な鮮明な描写を残 している。

「ジ ョセ フ ・ス ミス大管長 は背が高

く，堂 々と してお り，活発，頑健 であ

る。肌 は白 く，髪 は明 るい。碧 眼でひ

げは薄 く，彼特有 の表情 を持 ち，……

…表情 は常 に穏 やかで，話 しやす く，知

性 と慈 愛に満 ちあふれてい る。 また生

き生 きと していて， 自然 に笑みが こぼ

れ るように見え る。いつ も元気 そ うで，

顔を しかあ たり， 自分を抑 える風が ま

るで ない。静かで落着い た眼差 しの中

にも，人 の心 の奥底 を見通 し，永遠 を

見つ め，天 を貫 き，全世界 を見抜 くよ

うな何かが あった。……」(・4〃'o伽g-

7砂 勿 げPα7勿P，P7α μ 「パー レー

・P・プラ ッ トの 自叙伝」「英文」P・.45)

彼 を 知 る人 々の言 葉か ら，ジ ョセ フは

天 性の指導能力を持 った人だ った こと

がわか る。彼は率直で，社交的で，人

の心を奮い立 たせ た。 ガーラソ ド・テ

ィッカマイ ヤー氏 の未刊 の論文 に， ジ

ョセフの性格が こう記述 され てい る。

「彼 は直情的，大胆 ，か つ 自信家 で

その行動 は芝居 がか っていた。危 険を

もの ともせず ，直観 によ6て ，五 感や、

理性で普通にはわか りそうもない新 し

い並はずれたことを，感 じて理解する

ことができた。既存の状況への反発 と

生来の変革，革新の気性を有 し，それ

によって従 う人々の注意を自分の問題

か ち現に携わっている驚異の事業へと

転 じさせ る新 しい原則を次々と紹介 し

ていった。彼は炎の人で，目的遂行の

途上は何 ものにも邪 魔 を 許さなかっ

た。」

ジ ョセブ ・ス ミスの生涯の偉大で重

要な側面に目を向けるあまりに，愛 と

親切をもって人に接 したことは見逃 さ ・

れる傾向がある。人々の目に映 った姿

を通 してジョセフを見 ると，彼の生活

が浮き彫 りにされる。彼個人の文書に

は日記，書簡，書類があって，その人

間臭いものの言い方は予言者に対 して

新 しい認識を与えて くれる。彼の同僚

たちの回想録は， この偉大な指導者を

身近にかいま見せてくれ，彼の心の願

い，魂のほとば しりがそこに吐露 され

ている。教会記録保管庫にあるジ ョセ

ブ ・ス ミスの文書には，信仰に対する

真剣 さ，家族への愛，老若を問わず全

人類への愛，楽 しみとした娯楽，人生

に対する愛着，学問への愛，友人のた

めに犠牲をいとわない心が脈打ってい

る。

リチ ャ"ド ・ブッ.シゴ マソ氏が予言
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者についての論文で指摘 して い る通

り，ジ ョセブの日記 には個人の救いを

真心から求める彼の信念が彷彿として

いる。ジ ョセフの説教は予言的，神学

的だが彼は自分でも救いを得ようと努

めた。彼は真理を啓示 し，勧告 し，み

業を進ある一方，許される こ とを 求

あ，心の平安と弱点に打勝つための助

けを願 って祈 った。次 にあげる1830年

代初頭に記 した日記の言葉には，彼の

祈 り深いさまがうかがわれる。「おお，

神が私の思いのすべてを導きたまわん

ことを」，「主は私の家族を祝福 し，守

っておられる。」中には非常に切迫 した

記述 もある。 「おお，主は汝が しもべ

を誘惑か ら救い出 し，その心を知恵 と

理解で満たしたもうた」， 「多数の会

衆はかなりの注意を 寄せた。 お お神

よ，私 どもの証を彼 らの胸に刻みたま

え。アーメソ」，「おお神よ，汝がみ言

葉をこの人々の間に確立させたまえ。」

平生ジョセフは自信 にあふれ，晴れ

やかで力強かっだが，不安なときもあ

った。たとえば， 「今宵私の心は静穏

である。主に感謝する」という日もあ

れば， 「今宵はこの2日 聞の うちで一

番気持が良い。おお，主 よ，汝が しも

べを誘惑から救い出したまえ」， 「心

は実に壮快だ。主が共に毒られる。だ

が家族について多 くの不安がある」 と

も記 している。

ジョセフ ・ス ミスが残 した記録の個

人文書には，家族を包む彼の愛が鮮明

に表われている。彼は日記に幾度も家

族への気遣いを記 し，手紙には子供の

ためを思 う心情があふれている。獄中

に5ヵ 月を過 ごしたあと，彼は幾分悲

しげにこう書いている。 「小さい子た

ちがわたしを忘れないようにしてほし

い。父親が完全な愛であの子たちを愛

していると，暴徒から逃れて帰って来

られるように全力を尽 くしていると，

伝えてお くれ。」

また別の手紙では， 「絶えず瞑想す

ることといえばこの子 らのことだ」と

言い，子供との接 し方を妻に助言せず

に はい られなか った。 「教 え られ るだ

けの ことを全部教 えて あげな さい。 あ

の子た ちが善良な心を持 った人間 にな

れ るように。子供 にはや さ しく親切 に

しな さい。 じれ ったが らず に，言い た

い ことを聞いてあげな さい。」ある手紙

に は，彼が獄内で一人一人 の子供 の こ

とを思いめ ぐらしてい たことが歴然 と

してい る。 「ジ ョ'セフ坊やに は，いい

子 にな らな くてはだめだ と言 ってお く

れ。父 さん は真底 あの子 を愛 してい る。

一番 の兄 さんだか ら
，小 さい子をい じ

めてはいけない，か わいが らな くては。

フ レデ リックには，父 さんは心か ら君

を愛 してい ると伝 えてお くれ。あの子

はかわいい子 だ。ジ ュ リア もか わいい。

あの子 も愛 してい る。末 が楽 しみな子

だ。あの子 に父 さんを忘れず，良い女

の子 にな ってほ しい と伝えてお くれ。」

そ して妻 には， 「愛す るエマ，わた し

は永遠 に君 や子供 た ちの誠 実な真実の

友 だ とい うことを忘れないでいて ほ し

い。わ た しの心 は とこしえに君 を思 う。

おお，神がわた したちを皆祝福 されん

ことを。」

予言者 に会 お うと初めて カー トラソ

ドにや って来 た初期の改 宗者が，ジ ョ

セフの子供 に対 す る慈愛 について， こ

う記 してい る。

「カー トラソ ドで は，人 々が子供連

れで荷車 を連 らねて地方 か ら続 々 と集

会 にやって くるとき，ジ ョセフは荷車

にそれ こそ1台1台 出向いて行 って，

一人一人 と真 心 こめて握手 を した
。彼

は とりわけ一一行 の中の子供 や赤 ん坊に

目を止 め， やさ し く手 を取 っては暖 か

い言葉 をか けて祝福 した。彼 は無 邪気

さ と純粋 さを愛 し，片言 を話 す幼 ない

子 供 の中にその典 型を見ていたよ うだ

った。」(1〃〃6π〃θ勉s'7%け07「 ジ ュブニ

・一ル ・イソス トラクター」第27巻 〔英

文〕P.24)

ま た別 の姉妹 は このよ うに書いてい

る。 「彼 は未 亡人 の私 と子供に，暖か

い同情 と兄 弟の親切 をいつ も示 して下

さい ま した。 ジ ョセ7兄 弟 とエマ姉妹

と馬車に同乗 させてい ただいた ときに

は，小 さな私の娘の ために馬車か ら降

りて草 原の花を摘んで下 さったのを覚

えてい ます。」(「 ジ ュブニール ・イン

ス トラクター」第27巻P.399)

1843年 ， ノーブーの学校 に出席 した

ときの経験について書いてい る人 もあ

る。 「あ る朝予言 者の家の前 を通 りか

か ると，彼に呼び止め られて，学校 で

どんな本を読んでい るか尋ね られた。

私 がrモ ルモソ経』です と答え ると，

彼 は私 を家に招 き入れ，学校 で読 むよ

うに と1冊 のモルモン経を下 さった。

私 に とっては非常 に大切なプ レゼソ ト

にな っ た。」(「ジ ュブニール ・イソス

トラクター」 第27巻P.24)

ま た ，あ る少 女は家庭集会に出たと

きの ことを。「まだ小 さい私 は疲 れて眠

か ったので，パパが抱 いて くれ ま した。

す るとジ ョセ フ兄弟が話をやめ，私 の

足 をひ ざの上にのせ るので，私 が足を

引 っ込 め ると 『いいや，そのままで。

もっとよ く休 め るよ』 と言 いま した。」

(yro%ηgWo吻 αガ8ノ 伽7ηα1「若い女性

のジ ャーナル」第16巻 〔英文〕P.558)

マ ー ガ レッ ト・マ ッキソ タイア ・バ

ーゲスは こう書 いてい る。 「彼 が私 た

ちの家 を訪 問 して下 さった朝，私 はの

どの痛みで苦 しんでいま した。非常 に

はれて，痛 くてたま りませんで した。」

そんな彼 女を予言者 はひ ざの上 にのせ

て，聖別 された油 をや さし く注 ぎ，祝

福 した。彼女は癒 された。

「別 の時に，私 と兄は登校 途中，ジ

ョセ フのれんが屋 と言 われてい る建物

のわ きを通 りま した。前の 日は雨が降

ったので地面は泥ん こで，特にその道

はひ どい状態で した。兄の ワレス と私

はぬか るみには まって しまって，足が

抜けな くな りま した。子供で したか ら

当然ですが，泣 き出 しま した。そのまま

抜け出せな くな る と思 ったか らです。

ところが見上げ ると，子供 たちの大好

きな友だ ち，予言者ジ ョセ ブがや って

来 るのが見 えま した。彼 はす ぐに私た

ちを，高い乾い た地面 に引 き上げて く
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れ ま した。そ して しゃがんで，重 くな

った靴 の泥を落 とし，ポケ ッ トか らハ

ソカチを出 して涙で汚れ た私 たちの顔

を拭いて くれ ま した。 また，や さしい

慰 めの言 葉をか けて，学校 へ行 く私 た

ちに喜びを与えて くれ ま した。」(「 ジ

ュブニール ・イ ソス トラクター」第27

巻P.66，67)

ジ ョセ ブの他人 に対す る関心 と人 の

ためを思 う気持 は， ほとん どすべて の

人 が感 じてい た。彼 は大人 になってか

らもレス リソグを楽 しみ， よ くキ ャッ

チボールや棒倒 しを した り，青年 たち

とそのよ うな試合を した りした。 また

「約束 もしないで」みん なの ところを

訪 問 してまわ り，冗談を言 って仲間を

楽 しませ，「友だ ちの中の最 も貧 しい人

と同 じ水 準に立 って行 動 した。彼 に と

ってよそ者はひ とりもいなか った。」他

の教会 役員 もそ うだ ったが，彼 はよ く

肉体 労働 を した。 日記に は，溝を堀 っ

た とか旅行 客の荷物をマ ソシ ョンハ ウ

スに運 んだ とか， リソ ゴ拾いを した，

庭 を耕 や した，じゃが いも堀 りを した，

木 を切 ったな どとい う記述が数多 く見

られ る。

予言者 の少年 や青年 に対す る関心に

つ いて，ある人が 回想 してい る。 「こ

こで(ノ ーブー)， 少 年であ った私は

予言者 ジ ョセフ と個人 的に親 しくな っ

た。予言者 は子供好 きで，マソシ ョソ

ハ ウスか ら出て来 て少年 た ちとよ く野

球を した。 ジ ョセフはいつ もル・一ルを

守 った。打つ順番が まわ って くるまで

外野を して，番が来 る と実にが っ しり

した人 なので， ノ ック した球 は遠 くま

で飛び， それをつかん だ者 は予言者 が

ごちそ う して くれ るぞと，み んなで叫

んだ ものだ。それを聞い て予言者 は笑

った。ジ ョセ フはいつ も人が 良 く，楽

しさい っぱい だった。彼が マソシ ョソ

ハ ウスの事務室で じゆ うたん の上 に坐

り込 み， ノーブーの警察官 と棒 の引き

合 いをす るのを見 たこともある。(アロ

エ ッ ト ・ヘイル ， 且雇06づ097ψ 勿 「自

叙伝」 〔英文〕P，23，24)
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1831年 ， ニ プーヨークで初 めてジ ョ

セフ ・ス ミス に会 ったエ ドウ ィソ ・ホ

ール デソ氏 は このよ うに述べた。「1838

年 の ことだが，ジ ョセ フと数人 の青年

たちが いろいろな屋外 スポ ーツを楽 し

んでいた。野球 を していて だん だん疲

れて くると，彼 はみんなを呼び集めて，

rさ あ，丸木小屋 を作ろ う』 と言 った。

そ して彼 らはある未亡人 のために丸木

小屋を作 りに出か けて行 った。 これが

ジ ョセフのや り方 だ った。いつ もで き

る限 りの手助 けを していた。」(ジ ュブ

ニール ・イソス ト ラク タ ー」第27巻

P.153)

ジ ョソ ・：L・ス ミス氏がひ とつ の出

来 事を述 べてい るが， これ はい とこの

少 年に対す るジ ョセ ブの愛情を感 じさ

せ るも の で あ る。1844年6月 ，殉教

す る少 し前の ことだった。 ジ ョソ ・L

・ス ミス とノーブー軍 団の75名 は，予

言者 の要請を受 けて ノーブーに集合 し

た。 ジ ョソたちはその とき， ノー フー

か ら数 キ ロ離れ たマケ ドニアに住 んで

いた。雨が降 って，道 は悪 か った。8

人 しか馬 に乗 れず ，あ とは徒歩だ った

が，場所 によ っては腰 までつか る水 の

中を進 んだ。

ス ミス氏 は言 った。 「私 たちは昼 ご

ろ ノーブー付近 に着 き，神殿 に近 いフ

ォス ター家の レソガ屋敷 の正面 に駐留

した。野営 の装備 はわ き道 に置 いた。

……私が荷物の番を している と，予言

者ジ ョセ フが丸木 のところへ馬で やっ

て きて，私 の肩 に手をか け，伯父 や伯

母の ことを尋ね た。 わた しの手 を握 っ

て前 に引 っ張 るので，私 は丸木 の上 に

登 って しまった。 それか ら馬 を横 向 き

に して，私を少 しず つ丸木 の端近 くに

引 き寄せ ると;そ の とき，私 の両足にす

りむいて血 の出た跡 を見 つけたので，r

足 を どう したのか と聞かれた。私 は草

原 の草で靴が ボロボ ロになって足 を痛

めたが，す ぐに治 るだ ろうと返事 した。

顔 のところに持 って行 った彼 の手が濡

れてい るのに気が ついて，見上 げ ると

彼 の頬を涙が伝 っていた。彼 は私 の頭

に手を置いて， 「坊や，神さまが祝福

して下さるよ」と言い，団の中で同 じ

ようなけがを している人はいないか と

尋ねた。私は大勢います と答えた。ジ

ョセブは，ラスラップ氏が店の戸口の

所にやって来 ると，彼に向かって言 っ

た。「この人たちに靴をあげて下 さい。」

ラスラップ氏が 「靴はありません」と

答えると，ジ ョセフはす ぐさま 「それ

ではブーッを」と言 った。

それか らジ ョセフは振 り向いて言っ

た。 「ジ ョニー，団は解散 して帰郷す

る。わたしは知事に保護されて，裁判

のたあにカーセージへ行 く。」そして片

手を私の頭に置いたままかがみ込んで

言った。 「恐れな くていいんだ。イス

ラエルが平和の勝利を収めるのを君は

見るだろう。」(エ ドウィソ ・F・ パ リ

ーS加 万θsα∂o班ノ∂s¢ρ1診8勉∫漉 「ジ ョ

セフ ・ス ミスについての逸話」〔英文〕

P.126-128)

「1837年夏のある夜，ジ ョセフと私

はオハイオ州の小さな町ペイソズビル

へ向けて馬車を駆り，夕食を共にしよ

うと友人の家で馬を止めた。すると食

事もそこそこのうちに，外で騒動が始

まった。暴徒が集まり，怒 りの叫びを

上げて殺 してやるとおどして い る の

だ。家の主人に，ジ ョセフと私を引き

渡せと要求 している。 しかし主人は私

たちを裏の戸口へ導き，闇に乗 じて逃

して くれた。そのすぐ後で暴徒は私た

ちが逃げたのを知 り，通 り道 と思われ

る道に追手を放ち，かが り火をたいて

見張 りを置き，周辺を捜 しまわった。

しか し，ジョセブと私は要路を避け

て，道か らはずれた森や湿地を歩いた。

かが り火が役に立った。ところがまも

な く逃げている最中に私はよろけ出 し

た。具合いが悪 く恐怖のせいもあって，

力が抜けたのだ。ジ ョセフは，私を残

して暴徒の手に渡すか，私を助けて身

を危険にさらすか，ふたつにひとつを

決めなければならなかった。彼は後者

を選び，私を広い肩の上にかついで，

泥 と闇の中を時々休みなが ら運んで く

れた。それから数時間 して，私たちは

人っ子ひとりいない道の上に出て，や

がて無事に帰 りつ くことができた。ジ

ョセブの腕力のおかげであれだけのこ

とができ，私の命が救われたのだ。」

(同上)

パーレー ・P・ プラット兄弟は長い

幽閉の期間をジ ョセフと共に過 して，

彼の豊かで研ぎ澄まされた霊性を知っ

た。彼は，家族か ら引き離 されて困難

にある予言者を見，後には大志ある勇

敢な指導者として彼を見た。プラット

兄弟はジ ョセフの人柄を次のように生

き生きと語っている。

「彼は高潔，大胆で自主独立の性格

を持ち，打ちとけた親 しみやすい態度

だが，叱責は獅子のごとく恐ろ.しく，

慈悲は海のごとく深か った。万事にわ

たる知恵 と雄弁のほとばしる言葉は，

学びもせず訓練 も受けず得たものであ

る。教育によって磨き上げられたり，

技巧によって洗練されたりしたもので

はないが，生 まれなが らの素朴な調子

で口か ら流れるのであった。言い方 と

いい，話すことといい，実に種々様々

で豊かであった。」(ノ1雇o∂わg7砂勿 げ

Pα716ツP.1)7諺 ∫「パーレー ・P・ プラ

ッ トの自叙伝」 〔英文〕P.45，46)

ジ ョセフは自信という利点を持って

いたが，謙遜な心を合わせ持ち，調和

が取れていた。彼は聡明な思索家，語

学者でありなが ら，学歴に乏 しく，つ

づ り方は不得手だった。深い霊性を持

ちなが ら，しかつめらしい謹厳さの印

象は与えなか った。彼は自らの開拓者

という背景を神よりの召しと結びつけ

て，宗教の新時代の確固たる地盤を築

いた非凡な宗 教 指 導 者だったのであ

る。
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「逸話集，近代 の使徒 の生涯 よ り」

※ レオ ソ ・R・ ハ ー トシ ョー ソ編 「逸 話 集 ， 近 代 使 徒 の生 涯 よ り」

(Eκoθ捌oη α15≠07ゴθs〃o〃z坊 θL加so∫0〃7・4ρos渉1θs)ソ

ル トレー ク ・シ テ ィ・一， デ ゼ レ ト出 版 社 ，1973年 ， 許 可 を 得 て

転 載 。

メ ル ビ ン ・J・ バ ラ ー ド 長 老

略 歴

バ ラ ー ド長 老 は1873年2 ，月9日 ， ユ

タ州 ロー ガ ンで 出生 。 父 はヘ ソ リー ・

バ ラ ー ド， 母 は マ ー ガ レ ッ ト ・マ ック

ネ イル ・バ ラ ー ド。

バ ラ ー ド長 老 の父 親 は，39年 有 余 ロ

ー ガ ソ第 ニ ワ ー ド部 の監 督 を務 め た
。

1896年 ， 教 会 は伝 道 活 動 の新 しい プ

ログ ラ ムを 試 み た。

B .・H・ ロパ ー ツ長 老 が合 衆 国 の主

要 都 市 を 巡 る説 教 者 に召 され ， 澄 ん だ

テ ノ ール の ジ ョー ジ ・D・バ イパ ー と，

バ リ トソ の美 声 を 持 っ た メル ビソ ・J

・バ ラ ー ド， オル ガ ニ ス トの エ ドワー

ド ・P・ ミグ レ ー が， 召 さ れ て 同 行 し

た。

1909年3月1日 ， バ ラー ド長 老 は オ

レゴ ソ州 ポ ー トラ ソ ドに本 部 を 置 く北

西 諸 州 伝 道 部 の 伝 道 部 長 に召 さ れ た。

10年 間 伝 道 部 長 を務 め た あ と，1919

年1月7日 ， ビー バ ー ・J・ グ ラ ソ ト

大 管 長 か ら使 徒 の 聖 任 を 受 けた 。45歳

の と きで あ る。

1925年 ， 南 米 へ 伝 道 。

1939年7.月30日 死 亡 。
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「お父 さんにあげて

お くれ」

(1884年5月)18日 ， ワー ド部会員

の神殿推薦状を書 いているユ タ州 ロー

ガソのヘ ソ リー ・バ ラー ド監督 の家 の

外に は，教会員が列を な していた。 う

ららかな 日和で，ヘ ソ リーの9歳 の娘

エ レソが外の歩道で友 だちとお しゃべ

りしている。そ こへ，通 りのなか ほど

か ら年輩 のふた りの男の人が近づいて

きた。そ してひ とりが， 「お じょうち

ゃん， おいで」 と呼びかけ た。エ レソ

が も じも じしてい ると，その見知 らぬ

人 は彼女 をさ して 「そ このお じょうち

ゃん」 と言 い， エ レソの手に新聞を握

らせ て言 った。rこ れをお父 さんにあ

げて お くれ。 ほか の人 じゃだめだよ。

さっ，早 く行 って。 な くさないよ うに

ね。」 、

ヘ ン リーの妻 のマーガレ ッ トが その

あ とを こう話 している。 「エ レソは帰

って きて，主人を捜 しま した。お父 さ

んは(推 薦状書 きで)忙 しいか ら， わた

しが新 聞を渡 して あげるわと言 うと，

エ レソは こう言 うんです。rだ め よ。

あの人 は絶対 にお父 さんに渡 レて と言

ったんです もの。』ですか ら，エ レソに

自分で新 聞を届 け させま した。」

ヘ ソ リーは事態 をす ぐに察 した。 そ

のイギ リスの 「ニューベ リー ・ウ ィー

ク リー ・ニューズ」で，中 にはサ ッチ

ャム墓地発 表の死亡者名簿が掲載 され
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てい た。 しか もそ こにはヘ ソ リー と父

親の今は亡 き知人 たちで，60名 位 の名

前 と系図上の細かい記録が 出ていたの

であ る。新聞を もってぎたのは一体 だ

れだ ろうか 。す ぐさまエ レンに尋 ねて

か ら，ヘ ソ リーは外 に飛 び出 しあた り

を尋ね歩いてみ た。人家 のまば らな開

拓地 で，お互い知 らぬ人 のない所 だ と

い うのに，近 所の人 はだれ もふ た りを

見 ていない と言 う。ふ たりはつ いに見

つか らず じまいだ った。彼 らが消え て

しまらた ごとも不思議 だが， それ よ り

もさ らにびっ くりしたのは，新聞の 肝

付 だっ，たρ1884年5.月15日 、よ航 空機 が

発明 され るよ りず 疹 と昔 の，'郵便 で さ

えイギ リスか らアメ リカ西部 まで数週

間 もかか るとい う時代 に∫ この新 聞は

わずか3日 で ごとに着 いたのだ。

詐その翌 月，バ ラー ド監督 は新聞 を持

って ロー ガソ神殿 のメ リル神殿長 の と

ころへ行 き，事の次 第を説明 した。神

殿長 は こう断定 した。「バ、ラ冒 ド兄 弟，

幕 の向 こう側 にい るだれかが， 自分 た

ちのために儀式 を して も らいたが って

い るのですよ。 この新聞を あなたに届

ければ儀式 を して も らえ ると思 ったの

で しょう。それをす るのはあなたで す。

あなたが主 の使者 か ら新 聞を受 け取 っ

たのですか ら。」バラ「 ド家 の者 たちは

非常 に喜 び，新聞 か ら書 き取 った死者

全員の ため に，神殿で代理の づプテス

々 と土 ソダ ウメソ トを受 けた。 「かの

人11は ， その休 臼の散策で このよ うな

偉大な業が可 能 にな った ことを生涯知

らずに過 ご したので あ つた。 ，

(振 郊 ・た∴;.∵1∴ レ・↑免..'

「そのお方はわたしを

腕 に抱いて口づけし」

主は生 きておられることを証する。

主が犠牲を払い，，腰罪を整えられたこ

とを，、わたしは知 っている。主はわた

しにそれをかいま見る特権を与えて下

さった。

私 は，主の死と十字架と復活を胸に

強 く印象づけた2年 前のある経験を思

い出す6'決 して忘れ られない経験だっ

た。私はそれを今晩あなたがた少年少

女に証 したいげ誇 る心ではな く，喜び

と感謝の気持で。私は主が生きてお ら

れ ることを知 っている6人 は主に よっ

て救いを見いだすべきこと，私 たちが

主のみまえに行 って正 しいとされるよ

うに霊的に成長す る手段 として，主が

与えて下さった恵みあふれる犠牲を決

して無視できないことを，私は承知 し

ているげ

、・はるかフ.オr一トペ ックのイソディア

ソ保留地で，数人の兄弟 と共にイソデ

ィアゾに伝道 していたとぎのことであ

る。自分だちの働きに関するある事柄

を決定するにあたって主の導 きを 求

め，主からみこころにかなうことを し

ていると証を受けたいと願っていた。

そうしたある晩のこと，私は夢を見た。

神聖な神殿の建物の中にい る夢 だ っ

た。祈 りと喜びのひとときが 過 ぎ る

と，私はある部屋に入 って栄えあるお

方にお会いする特権を与えられると知

らざれた。その部屋の入ロを入ると，ひ

とぎわ高い壇上に，がつてこの目で見

たり永遠の世界におられると想像 した

以上の， この上な く輝きに満ちたお方

が座っておられるめが見えた。どなた

だろうかと近づいてい くと，そのお方

は立ち上が り，両手をひろげなが ら私

あ方に進んで来 られた。そしてほほえ

みなが らやさしく私の名を呼ばれた6・

私がこあ先たとえ百万年生きても，あ

のほほえみは決 して忘れはしないだち

う。そのお方は私を腕に抱いて口：つげ

をし， しらかり胸に抱きしめ，それか

ら私を祝福された。骨の髄まで溶けて

しまうような思い澄らた5そ れが終わ

るとゴ私はそのお方の足 もとにひざま

ずき，涙と口づけの雨をあびせた。そ

のお方は世の贈い主でそめみ是にはく・

ぎあとがあった。・方物を手中に収める

お方のみまえに出た気持，そめお方の

愛と慈悲と祝福を受けた気持は，もし

あの経験ができるなら，あのときの気

持をまた味わうためにジ 自分 の す べ

て，自分の願いめすべてを捧げようと

思うほどだ.うた。 ， ・、 、∴ ，.

『「広 い 心 も張 り製 け ん

凄ま力洩り轟こ」

神は独り子を世のために死なせるほ

どに世を愛して下さゐたこと，そして

神を信 じ，さらにその戒めを守る者は

だれでも救われるととが，聖典に書か

れでいる。、しかしその犠牲に，-私たち

は大 した値を払わなか っ.た6それ らめ

栄えある特権はすべて惜しげもなく与

え られている。私は教会の立派な著述
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家がこのような言葉を書いているのを

思い出す。 「悪魔の小部屋では何でも

売?て いる。 くずの1グ ラムも金1グ

ラムの値段がする。」(J・R・ ローウ

ェノレyl∫SOη0ηS〃 五α%疵α1「ロソフ

ァル師の示現」)

犠牲 となるのは天だけである。求め

ただけで得 られ るのは神だけである。

その賎い，その犠牲に私たちがおそ ら

くは何も代価を払わな くとも，だれか

が何かを払っている。考えてみたい。

私#ち を救い，この世で私たちを霊的

に養い，永遠の世で神と共に住むため

の用意をさせようと，世の瞭いのため

に命を落とした，それほどまでに世を

愛 した天父の尊い御子，愛する御子を

わたしたちに誉るにあたって，天父は

どんな恒牽鉢われたのだろうかとd・

アブラハ呑の子イサクのいけにえの

話を読むとき，r御父が御子を世に遣わ

すのにどんな値を払ったかをわたした

ちに教えようとしてお られると，私は

思 うのである。アブラハムの息子は長

く待ち望んだあげくに与え られ，立派

な父アブラハムか ら何にもまさる宝 と

されたこと， しか しアブラハムは喜び

の最中にそのひとり息子を主にいけに

えとして捧げよと言われた話を思い出

されることだろう。アブラハムはそれ

に応 じた。そのときのアブラハムの胸

中を想像できるだろうか。あなたはア

ブラハムと同 じように息子を愛 してい

るだろう6し か しアブラづムの事情を

考えれば，彼の愛情はいっそう大きか

ったに違いない。母親のサラから息子

を連れ出し，別れを告げたときの彼の

心中はどのようであっただろうか。.自

分の母に別れの言葉を告げて，いけに
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えに指定 された場所へ3日 の旅に出発

するイサクを見て，アブラハムの胸中

はいかばかりであったろうか。別れに

際 して，深い悲 しみをこらえるだけで

精いっぱいだったに違いない。アデラ

ハムは烙祭のたきぎを背負ったイサク

と共に，指定 された地まで3日 間徒歩

の旅をした。彼 らについてきたふたり

の若者にはそこにいるように言 って，

アブラハムと息子は山に登った。

息子は父に言 った。 「父よ，火とた

きぎとはありますが，幡祭の小羊はど

こにありますか。」

自分を信頼 しきっている息子の，い

けにえを忘れてきたのではないかと聞

く言葉は，』父アブラハムの胸を刺 した

に違いない。哀れな父は約束の子をみ

つめて， 「神みずか ら烙祭の小羊を備

えて ぐださるであろう」と言 うだけで

あっだ。

彼 らは山に登り，石を集めて，たき

ぎを並べた。そ してイサクの手足を縛

り，祭壇の上に載せた。父として，ア

ブラハムは息子に別れの口づけと祝福

と愛を与えただろう。 この苦悩のとき

に，アブラハムは父の手にかかって殺

される息子に後ろ髪を引かれる思いだ

ったに違いない。することはすべて終

わり，いよい・よ刃物が抜かれ，血のほ

とばしる一撃をと手を振り上げたその

とき，主の天使の声が した。 「それで

充分である」と。

私たちの天父はそれと同 じ，またそ

れ以上の思いをされた。天父の場合は

振 り上げた手が止められなかったから

である。御父は御子イエス ・キ リス，ド

をアブラノ、ムがイサクを愛 したよりも

さらに深 く愛された6なぜなら，私たち

の救い主でるある御子が永遠の世界で

長い年月忠誠を尽 くし，信頼 と栄誉を

受けて御父の傍 らに住み，御父は御子

を深 く愛 しておられたというのに，御

父は愛する御子に，無数の敬愛を受け

た栄誉 と栄光の中か ら地上へ人知を越

えた天下 りをさせたもうた か らで あ

る。御子は汚辱と雑言 といばらの冠を

受けに地上へ下 られた。神はあの悲痛

と苦悩のとき，あの園で体中の毛穴か

ら血の汗を したたらせて， 「父よ，み

こころならば，どうぞ， この杯をわた

しか ら取 りのけて下 さい⊥ と叫んだ御

子の声を聞かれたのである。

あなたがたに聞こう。どの父，母が

自分の子供がこの世で苦悩の叫びをあ

げるのを聞きなが ら，・助けの手を何 ら

差 し紳 べずにそれを傍観できるという

のか。自分はひとかきも泳げないとい

うのに，おぼれた我が子を助けようと

逆巻 く流れに身を躍 らせた母親や，愛

する者を助けようと炎に包まれた建物

に飛び込んだ母親の話を聞いたことが

ある。

私たちはそれ らの叫びを，動 じずに

聞き流すことはできない。主は私たち

に，自分で自分の命を救う力を与えは

しなかった。主は私たちに信仰を与え，

私たちは必然の力に従 う。 しかし主は

救う力を持っておられ，御子を愛 して

お られて，命を救 うこともできたので

ある。御父は群衆の侮蔑から御子を救

うことも，ふたりの囚人の間で十字架

にかかったイエスが 「十字架か らおり

てきて自分を救え。他人を救ったが，

自分自身を救 うことができない」 とあ

ざけ られているとき，その御子を救 う

こともできたはずである。御父はそれ



らすべての ことを聞いておられた。御

子が責め られるのを見，エルサ レムの

町を十字架を引いて歩き，重 さに力尽

きた様を見 られた。や っとカルバ リの

丘に登る御子を見，両手を広げて木の

十字架につけられるのを見，手足に釘

を打ち込まれ，打つごとに皮膚がさけ

肉がちぎれ，鮮血がしたたり落ちるの

を見 られた。天父はそれを見ておられ

た。

御父のときは刃物が止め られずに振

り下ろされ，愛する御子の血が流され

た。私たちの救い主である御方が絶望

のあまりに 「わが神，わが神どうして

わたしをお見捨てになったのですか」

と叫ぶほどになっても，御父は悲嘆に

くれ苦痛にさいなまされながら，愛す

る御子をながめておられた。

その間，幕の向こうでは，もうそれ

以上は耐えられないという思いで，そ

の死闘を見ている愛する御父の姿をあ

りありと思い浮かべることができる。

また，死んでい く子供に別れを告げ，

最後の苦 しみを見ないようにと部屋か

ら連れ出される母親のように，御父は

頭を垂れ，宇宙の片隅に身を隠 し，広

い心も御子への愛で今にも張 り裂けん

ばか りであっただろうと思 う。ああ，

その瞬間，御父は御子を救 うこともで

きたとい うのに。私たちを見捨てはさ

れなか ったことを，感謝 したたえまつ

る。御父は御子を愛すると同時に私た

ちを愛 してお られたか らである。御父

が御子をさえぎらず，私 たちを愛する

がために御子の苦 しみを見過 ごしにさ

れ，御子を救い主，腰い主 として私た

ちに与えて下 さったことをうれ しいと

思 う。御子なし，御子の犠牲なしでは，

私たちは取 り残 され，栄光を受けて御

子のみ前に行 くことは決 してできなか

ったであろう。御子を人類に賜として

与え られたことの，天父の払われた値

の幾分かは，このことなのである。

「あなたの息子になる前

にわたしの息子 だった」

主は私たちをみもとに召す権利を持

っておられないのだろうか。私たちは

何よりもまず，主の息子，娘ではない

のだろうか。ひとり息子の死に，どう

しても承服できなかったある父親のこ

とが思い出される。山間でのある日，

彼は私に， 「なぜ私の息子を，私の希

望であり誇 りであるあの子を私から取

り上げたのですか」 と主に尋ねたとき

の経験を話 して くれた。そのとき，み

たまのこういうささやきが聞こえたと

いう。「彼はあなたの息子になる前に，

私の息子だった。あなたが彼をいかに

愛 しても，私はそれ以上に彼を愛 した。

しかしあなたが忠実な らば，彼をあな

たに返 してあげよう。」そして父親は納

得を した。神に第一の権利があること

を了解 したのである。神が私たちを召

されるとき， 「主が与え，主が取 り去

る，主のみ名に栄えあれ」と言うのが，

私たちの本分なのである。それが私た

ちにできるすべてである。もしそれを

願 ったな ら，私たちはどの悲 しみにも

打ち勝ち，勝利のかちどきをあげるこ

とだろう。ただ自分をその摂理に従わ

せることさえできたな ら，心に平安を

得るだろう。

「お母 さ ん， 私 を

忘 れ ない で 」

霊界の人たちが この地上の神殿で私

たちの行なう仕事を知っているひとつ

の証拠として，カナダのアルバータ神

殿のウッド神殿長の語 った話がある。

神殿長が数：人の子供たちを両親に結び

固めていたとき，儀式の最中に，そこ

にいた母親に聞いてみたい気持に駆 ら

れて， 「姉妹，このシー トには子供た

ち全部の名前が載っています ・々」と尋

ねた。姉妹は 「はい」と答えた。神殿

長は儀式を始あたが，また途中でやめ

て，本当に子供たち全員の名前が載っ

ているかどうかをもう一度 尋 ね て み

た。彼女は，ほかに子供はいませんと

返事 した。神殿長は儀式を進めようと

したが，またも尋ねてみたい気持が し

た。 「姉妹，このシー トに載せるのを

忘れたお子 さんはいませんか。」すると

彼女は言 った。 「ああ，今思い出しま

した。赤ちゃんを亡 くしたんです。生

まれてす ぐに死んで しまった子です。

その子の名前を忘れていました。」その

子供の名前が長子 として一番最：初に書

き加えられ，子供全員が両親に結び固

められた。

そのときウッド神殿長は言 った。「子

供を結び固めようとす る た び にrお

母 さん，わたしを忘れないで』という

声がするので，どうしても先に進めな

かったのです。」そのたびに声が して，

ついに漏れが発見きれたのだった。
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質疑応答

他人を尊重すること，権威

ある人たちを尊敬すること

を，子供にどうや って教 え

た らよいで しょうか。

解答/ダ ーネル ・ゾ リンガー

ブリガム ・ヤング大学育児学専任講師

子供か他入を尊重するように教える

秘訣は」そのような態度は自己を尊重

する気持か ら生まれることを認識させ

る 弓とです。私#ち1ま 模簿によって教

え，子供たちを自分の子供として，ま

た永遠 の兄弟妹姉として尊重 している

こζを示さな くてになりま甘ん。

尊重という原則を実行するたあの方

法を少 しあげてみたいと思います。

1.子 供の言 うことに耳を傾ける。

子供が何かを言いにやってきたと

きは，真剣に聞いてあげて下 さい。

言い尭いことが終わ らないうちに

あなたが用事でど こがへ行かなけ

れば筋 な叶 きには・ただ郷

て行らで しまわないようにごそめ
ρ事情を説明 しジもう少 しあとで話

， を全部聞きたい，と言 うことです。

あなたが子供の言 うことを大事に

唇48

ト_一 一 一 一 一一 一一一一

考えていることを，ぜひわか らせ

て下さい。

2.子 供の'力を信頼 しているごとを

1示し
，実際に責任を与える。いっ

たん子供に責任を与えたら，少々

時間がかかっても思ったより下手

，であっても，最：後までや ら母るこ

とです。'娘に食事の支度を頼んで

おこげを作っても，9失敗を何 とか

カバーする時間を与えて下ざい。

飛んぞ行って，自信を失わせるよ

うなことはしないで下 さい。

3.子 供に意見や助言を求める。そ

れによって，自分の考えは大事な

のだと感 じることで しょう。どう

した ら早 く家に帰れるか，庭にど

の花を植えようか，おかずは何に

しようかと助言を求めたら，さっ

そくそれを取 り入れて下さい。

4自 分め言動の基準やきまりを，

時間を取って説明する6子 供に日

常生濤の原因結果壷理解させるこ

とです。子供は， これ以上はだめ

という限界を知 り，あな牟かだれ

かが決めたその限界の許された範

囲内で，'自由意志を使って成長で

きなくてはなりません。両親が時

間を取っ1てきまりを説明してあげ

れば，・F盲従」か ら抜け出したと

きに，9子供はざらに気持よ くそれ

を守ることができるものです。

5.自 分の失敗を認ある。良分の失

.敗を認めたら子供が尊敬 して くれ
'榊 諸 える

の噸 砂 です・全

く逆の場合が多いのです。'

6.ま ず自分が権威を尊重する。指

導者の役職にある人を批判 しては

いけません。子供が家に帰って監

督や日曜学校教師に不平を言 った

ら，子供と監督や教師のどち らも

けなさずに，筋道たてて批判に答

えてあげて下さい。

こζにあげたのは子供の月尊心を育

てるためのほんの数例にす ぎ ませ ん

が，始めはこれで充分です6子 供が自

分は愛され，尊重されていると知った

ち，その愛と尊重をほかの人に返すの

はずっと簡単ですb.∴ ∵.

ア ダ ム ・'オ・ンダイ ・ア 」マ

ンで神 殿 用地 がす で に奉献

され て います か 。

(教 義 と聖 約78：15).

解答/リ ㍗ .ド・ジ身 トリ鱒 土
セ ミナ リー， イン スデ ィチ 三一 ト部 門

カ リキュラム専任

A

アダム 」オソダイ ・ア{マ ソとは，.

将来再びアダ4が そこで子孫壷管理す

る場所，初期の教会指導者が，アダム

やニーファイ人が礼拝の祭壇に した場

所ζ認定 レ#敷 堆りこζを言います・.

聖徒たち歩，た とえ数 ヵ月間アダ ム

557ページに続く

'
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548ペ ージより続 く

・オソダイ ・アーマ ソにとどまっただ

けであ って も，そゐ町 に神殿が 立つ こ

鷲 恥 たの畷 いのないことです・
、神殿 用地 の奉 献 に?い て一番1ヰ?き

り述べ てい るのは，上'一 バ ー ・℃ ・キ

ソずrル です。 「そζにい咋間!ζ，禾ら

た ちは丘 陵地 帯にひ とつ の町を設計 し

神殿 区画 の4隅 にあた る場所 に杭を打

.ち，奉献 した。ブ リガ ム ・ヤ ソグ兄弟

が代弁者 とな り，300人 か ら500人 の男

・が銃 を携 えて出席 した。 この丘陵地帯

は， グラソ ドー・リパーの水 面か ら75メ

ー トィ・か ら ・5・メ骨 ノ嚇 ど高 く・視

界の限 り西から東，北，・南 と眺望する

ことができた。かつて見たうちで最高

、!こ美 し酔場所Qひ とつだったρ」(る碑

qブ1Z6δθ7C.κ 勿z6α〃 「ヒ・一ノミー ・C

・・キ ソボール の生涯」 の中でオル ソソ

・F・ ホイ ッ トニーが 引用 した もの。

P.20の

ア ダ ム ・オ ソダ イ ・アーマソの設計

に関 して は少 な くともふたつの地 図が

見つか ってい ます。最初 のは測量地 図

の原図で，町の中央 に2丁 にわた って

公共用地が取 って あ りますが，神殿 用

地 は見 あた りま'せん。2枚 目のはセ ソ

トジ ョージ神殿 の古文書 の中か ら最：近

にな って見つか ったのですが，手書 き

のままの地図で，神殿 の敷地 や初期 の

住居 の位置やその他の おもだ った用地

が 書 き込 んで あ ります6

聖 徒た ちは1838年 の数 ヵ月間 その土

地 を占有 しただ けで，非教会員か ら迫

害を受けて，やむな くそこを逃 げ出 し

ま した。脱 出までにわずか2，3軒 の

家が立 っただけで した。

現在 この地域は ミズ ー リ州デ ー ビス

郡 にあ り，以前 と同 じく農地にな つて

います。

妻 と私は主の什分の一の戒

めに完全 に従いたいと思 っ

ていますが，何に基づいて

納あるべ きかよ くわか りま

せん。お教えて下 さい。

解答/ビ クター ・：L・ブラウ ン

教会管理監督

モルモ ン経 にはアブラハ ムが メル ケ

ゼデ クに什分の一を納 めたと書かれ て

いるので，古代 に什分 の一 の律法が守

られて いたことが わか ります。 その律

法 はこの神権時代 に，教会 に再 び確立

され ま し孝。1839年7月18日 に ミズ ー

り州 ファーウ、エス トで予言者 ジ ョセ フ

・ス ミス に与え られ たその啓示 は
，教

義 と聖約第119章 の3節 か ら4節 に記

録 されてい ます。

「これを以てわが民が為す什分 の一

の始 め となすべ し。 まず これを為 して

後 ，か くの如 く什分の一を納 めたる者

は，以 後毎年彼 らの得 る全利益 の什分

のマ を納 む尽 し。」-』

1970年3.月19日 に ，大 管長 は 「正 し・

い什分 の一 とは何 か」 とい う質 問に答

えて，次 の書 簡をステーキ部 長，伝道

部長，.、ワー ド部 監督 ，支部長 に送 りま

した。

「この事柄 に関 して，知 り得 る最 も

わか りや すい声 明は，主御 自身の，教

会員億年間 の全利益，・すなわ ちそれは

全収入と解されるが，その10分の1を

納めるべきであるとの宣言であると，

私たちが一様に返答 したことを御承知

願いたい。これ以外のどんな声明をだ

れが出そうと，正 しくはない。私たち

は，自分がどれだけのものを主に負 う

ているか，従ってどれだけ納あるかを

自分で決定する権利が全教会員にある

と考える。」

毎年年末になると，教会員は全員監

督か ら什分の一の面接を受けなければ

なりません。このときに，什分の一を

完全に納あているか，一部納めている

だけか，全 く納めていないか，話 しま

す。什分の一はその人 と主 との間の問

題なのです。監督は主のしもべ として

捧げ物を受け取 り，報告するだけなの

です。

主は，什分の一 と捧げ物を納める人

には天の窓を開 くと約束されました。

マラキ書の中にこう書いてあります。

「人は神の物を盗むことをするだろ

うか。 しか しあなたがたは，わたしの

物を盗んでいる。あなたがたはまた 『

どうしてわれわれは，あなたの物を盗

んでいる⑱か』.と言 う。十分の一とさ

さげ物をもってである。あなたがたは

のろいをもって，のろわれる。あなた

がたすべての国民は，わた しの物を盗

んでいるか らである。わた しの宮に食

笏のあるように，十分め一全部をわた

しの倉に携えてきなさい。これをもっ

てわた しを試み，わた しが天の窓を開

いて，あふるる恵みを，あなたがたに

注 ぐか否かを見なさいと，万軍の主は

言われる。」(マ ラキ3：8-10) ，

もし主に対 してまったく正直であっ

たな ら，心に平安と落着きを感 じ，自

分は什分の一を完全に納めていると自

覚することで しょう。

什分の一は，自分で受けたいと思 う

祝 福を もとに して納あて下さい。
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最 後 の 時

「世 の 救 い 主 ， イ エ ス ・キ リス ト」

十二 使徒 評議 員 会会 員 ハ ワー ド・W・ ハ ンター

今か ら2000年 近 く前，人類史上最 も

重要な週 の最：初の出来 事が，エルサ レ

ムに近い小 さな村 ，ベ タニヤで展 開 さ

れた。 この地方 での，3年 間のつ らい

伝道 を終 え られ，ナザ レのイエス は，親

し くしていたマ リヤ， マル タ， ラザ ロ

の家を後 に，意を決 してエルサ レム城

門 の方 に歩んで行かれ た。 この古代 の

市 の中 に，イエスの ことを神を 冒漬す

る者，悪霊に とりつかれた者， ユダヤ

の律法を犯す罪人， と考えてい る者 も

いたが， このイエス こそ予言者で あり

メシアであ り，生 け る神の子だ と確 信

してい る人 々もいた。人 が どう思お う

と，権威 と権能 をもって教 えを説 いて

お られた この御方が，律法学者 でもパ

リサイ人で もないことを，すべ てのユ

ダヤ人 は認めて いた。

「さてユ ダヤ人 の過越の祭が近づ い

たので，多 くの人 々は身を きよめ るた

あ に，祭 の前 に，地方 か らエルサ レム

へ上 った。人 々は，イエスを捜 し求 め，

宮 の庭 に立 って互 に言 った。rあなたが

#は ど う思 うか。イエス は この祭 に こ

ないのだ ろ'うか。』」(ヨハネ11：55，56)
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ユ ダ ヤの法律 は， この最 も神聖な記

念式典 に，すべての成人男子の参列を

義務 づけていた。 しか し議会の議員た

ちはイエスの死刑 を公言 していたので

多 くの人 々は， ま さかイエスが 公衆 の

面前 に姿を現 わすとは思 っていなか っ

た。

イエス はどこにあって も， その身が

危険に さ らざれて いることを感 じて お

られた。 しか し，敢えて過越の祭を祝

いにエルサ レムに上 って来 られ たので

あ る。 しか も，華麗 さや厳か さとはほ

ど遠 い，謙遜 と平和の象徴であ る貧弱

な ロバに乗 られて。大勢 の群 衆は，イ

エ スを歓迎 するためにエルサ レムを出

て行 き， シュロの木 の枝 を道 に敷 き，

叫 びつづ けた。 「ダ ビデの子 に， ホザ

ナ。主の御名 によって きたる者 に，祝

福あれ。」(マ タイ21：9)

マ タ イはその ときの状 況を次 の よう

に記 してい る。 「……町 中が こぞ って

騒 ぎ立 ち， 『これ は， い ったい， どな

た だろ う』 と言 った。 そ こで群衆 はr

この人 はガ リラヤのナザ レか ら出た預

言 者イエスであ る』 と言 った。」(マ タ

イ21：10，11)

律 法 を知 っていたすべて の人 々にと

って， これ こそ，昔か ら予言者が予言

し， イス ラエルの子孫 が待 ち焦がれて

いた，イスラエルの王 の凱施 なので あ

る。群衆 は歓喜 し， 口々に叫んだが，

イエス御 自身 は黙 ってお られ， さなが

ら王 のよ うであ った。イエスは，天父

が こよな く愛 してお られたエルサ レム

に近づ くと，涙 を流 して言 われた。「い

つか は，敵が周 囲に塁 を築 き，おまえ

を取 りか こんで，四方 か ら押 し迫 り，

おまえ とその内 にいる子 らとを地 に打

ち倒 し，城 内の一つ の石 も他 の石 の上

に残 して置かない 日が来 るで あろ う。」

(ル カ19：43，44)'

イ エ ス御 自身 も，身に差 し迫 った運

命を感知 してお られた。それ は，実 ら

す ためには枯れ なければな らない穀物

が あることや，殺 され ると知 っていな

が ら，先 に殺 され た父 の僕 の代 りとし

て，、ぶ どう園につかわ され た息子 のた

とえ話 を語 られた ことか らもわか る♂

そ して，その重荷に くず折れて しまい

そ うにな られた ことも しば しばであ っ

た。

「今わ た しは心が騒 いでいる。……

父 よ， この時か らわ た しをお救 い下 さ

い。 しか し，わた しは このたあに， こ .

の 時に至 ったのです。」(ヨハネ11：27)

しか し， このイエスを前進 させた のは

御父 のみ 旨を完 うしよ うとす る一意専

心，不擁不掘 の心 であ った。

主 はその命が風前 の灯 と化 した とき

で さえ，静か に こう言 われ たのであ っ

た。「わた しは光 と して この世に きた。

それは，わた しを信 じる者 が，やみ の う

ちに とどま らな.いようになるためで あ

る。」(ヨ ハネ12：46)こ の よ うな言葉

は，結果 として敵 を結束 させ ることと

なったが， それで もなお続けて言われ

た。 「わた しは自分 か ら語 ったのでは

な く，わ た しをつ かわ された父 ご自身

が，わた しの言 うべ き こと，語 るべ き

ことをお命 じになったのであ る。」(ヨ
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バネ12：49)

ど うにか して言 葉のわなにか けよう

として，イエスに反対す る人 々の中で

最 も好智に冴 けた者た ちが，政治 およ

び ラビ語法典の双方 に関係 する難 問を

ふ っか けた。パ リサ イ人，.ヘ ロデ掌か

らなるグル ープが， 次 のよ うな悪 意に

満 ちた質 問を したのであ る。 「……先

生， わた したちはあなたが真実なかた

であ って，真理 に基 いて神 の道 を教 え，

……知 っています。……答 えて下 さい。

カイザルに税金 を納めて よいで しょう

か。いけないで しょうか。」(マ タイ22

：16，17)

も し肯定すれば，ローマの律法 の も

とに しいた げ られ ていたアブ ラハムの

子孫 にあたる人 々か ら， その受 け継 ぎ

を放棄 したか どで非 難 され ることは必

至 であ った し，また反対に も し否定す

れば政治 扇動 者 と して，直 ちに逮捕 さ

れたであ ろう。しか しイエスの答え は，

その どち らで もな く， ただ税 に納 め る

貨幣を見せ るように言 われ，その貨 幣

を詰 問者 たちの前 に か ざ しなが ら，

「これはだれの 肖像，だれの記号か」と
'言 われだ

。無論 ，その辺の子供 にで も

一 目瞭然 に分か るものだ った。「カイザ

ルのです」 と彼 らは答えた。 ζのよ う

な簡単な質問で，イエス は この対審 の

指導権 を握 られ，その貨幣を返 しなが

ら「…… それで は， カイザル のものは，

カイザルに，……返 しな さい」(マ タ

イ22：20，21)と 言 われた。いわゆ る

「貨幣にその人の名 と肖像が彫 まれて

い るのな ら，それは合法的 に持主で あ

る彼に返 してや るべ きで ある」 と言 う

ことで ある。イエス は このよ うに して

圧制者の企てを見事 に くつが え された

が， そのよ うにす ることが，決 してイ

エス の本来 の使命 ではな く，また望み

とす ることで もなか った。彼 らもまた

イエスの救 いの対 象 とな る人 々で ある

か らであ る。

イエスはた とえ彼 らが敵意 に満 ちて

い ようと，彼 らを気 づかい，愛 された。

彼 らが立 ち去 ろうと したとき， イエス

は こう願 って言 われた。 「神 の ものは

神 に返 しなさい。」貨幣 に カイザルの

肖像が刻 印 されてい るよ うに，彼 らも

含 め，すべ ての人 間には，天父な る神

の肖像が刻印 されてい るので ある。人

間は神にかた どって創造 され， イエス

は彼 らが神 のみ も とに帰れ るよ うに道

を備え られ た。 それに もかかわ らず ，

「彼 らは とれを聞いて驚 嘆 し，イエス

を残 し立 ち去 った。」(マタイ伝22：21，

22)

それ か らしば らくして律法学者が ，

神学 のこ とで イエ スを罠 にかけよ うと

して言 った 「先生，律法 の中で， どの

い ま しめが いちばん大切 なのですか。」

(マ タイ伝22：36)律 法 学者 たちは，

モ ーセの律法 の原典 を細分化 し，再細

分化 し，緻密 なまで に分類化 し過 ぎた

ために，かえ ってあ る部分 は，他 に比

し全 く正反対 の意味 にな って しまって

いた。 しか しイエス御 自身は， このよ

うな法律論争 に は，微塵 も しば られ る

ことがなか った。救い主の次の一言 は

律 法の核心を貫 くもので あ り，再分化

された ものを ひとつ の完全 な形 に総合

す るもので あった。 「『心 をつ くし，

精神 をつ くし，思 いをつ くして，主 な

るあなたの神を愛せよ』。 これがいち

ばん大切 な，第一のいま しめで ある。

第二 もこれ と同様で ある，r自分を愛す

るようにあなたの隣 り人を愛せ よ。』」

(マ タイ22：37-39)

この よ うに してイエスは，悪意，ねた

み，狡猜 に満 ちた質 問に，愛 ，哀 れみ

高 逼な理 想の形でお答え にな られたの

で あった。 この地上で の使命 ももはや

終 りを告 げようと して いたとき，イエ

ス は群衆 の前 か ら立去 り，弟子 たちを

励ま され， これか ら起 ころ うとするこ

ととに関 して警告 された。またエルサ

ッ ムの崩壊の こと，.さ らに末の 日の再
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降臨の前に起こる苦難や背教などにつ

いて話された。また長い間，遠方の国に

行き，家を留守にしていた主人が帰 っ

て来て，りっぱな目的のために投資す

るようにと与えたそれぞれの能力や才

能をどの程度伸ば したか， しもべたち

と一緒に数えあげてみるだろうという

話もされた。そ して羊飼いが羊を山羊

か ら分けることも言われた。

羊とは，飢えている者に食べさせ，

渇いている者に飲ませ，裸でいる者に

着せ，悩める者を思いやる人々のこと

である。またイエスは婚宴の場に来て

いるおとめたちのことについても話さ

れた。花婿が来るのが延びたが，彼女

たちの幾人かはあか りをともすに十分

な油を持っていた。 しか し他のおとめ

たちは，油が底をつき，あかりが消え

るのをただ眺めているだけであった。

このようにしてイエスは，弟子たちに

目を覚まして祈れと教えられた。しか

しこれは，寝 る間 も惜 しんで願い求め

よと言 うことでもなければ未来のこと

だけに没頭せよと言うことでもない。

む しろ，イエスは現在なすべきことに

沈着かつ十分に心を配り，着々と進む

ことを望んでお られたのである。

さて，犠牲の時が刻一刻と近づいて

いた頃，イエスは十二使徒と共に，だ

れにも『わか らない，静かなある二階の

闇に退かれた。
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そこで主は，特別な証 し人であるこ

の使徒たちが悪の誘惑に打ち勝つこと

ができるようにと，上着を脱ぎ，手ぬ

ぐいをとって腰に巻き，使徒たちの足

を洗われた。 この崇高な愛と一致の行

ないは，この後に続 く過越の晩餐の前

奏曲として全 くふさわしいものであっ

た。

この過越の晩餐は，パ ロがかた くな

であったためにエジプ ト全土に広 まっ

た破壊の手から，信仰篤 きイスラエル

の子孫の長子たちが「過越させて」いた

だいたとき以来，象微 さらには儀式と

して，イスラエルの民の間で忠実に実

行 されて来た。過越 というこの古代の

御加護の誓約を実行 している中で，平

穏無事の象微であり，御自身の体と血

の象徴である聖餐をイエスが教えられ

たということは，何と時宣を得ていた

ことだろう。イエスは，パソを取り，そ

れを裂き，また盃を取 り，それを祝福

した際，霊の糧と永遠の救いの道をも

た らす神の子羊として，御自身を捧げ

られたのである。

新 しい誓約は新 しい戒め を も た ら

す。イエスは弟子たちに命 じて言われ

た。 「互に愛 し合いなさい。わた しが

あなたがたを愛 したように，……それ

によって，あなたがたがわた しの弟子

であることを，すべての者が認めるで

あろう。」(ヨ ハネ13：34-35)

この世での生涯がまさに終わろうと

す るときまで，ヒ溶エスはその雄大な霊

と偉大な力どを示 された。イエスはこ

の時に至らても，自らの悲 しみに心を

奪われたり，間もな く訪れようとして

いる苦難に思いをめ ぐらしたりはされ

なかった。従ってきた愛弟子たちの現

在，'また将来のことを案 じておられた

のである。平安というものは，個人に

とっても教会にとっても1お 互いの無

条件の愛のもとにのみ保たれるもので

ある。イエスはそのことを承知 してお

られた。イエスの全精力は，彼 らが必

要としていること，すなわち今まで教

えられていた訓戒を実際の模範を通 し

て教えるということに注がれていたよ

うに思われる。そしてイエスは弟子た

ちに，慰めと戒め，そ して警告の言葉

を与えられた。

「あなたがたは，心を騒がせないが

よい。……わた しの父の家には，すま

いがた くさんある。…∴あなたがたの

ために，場所を用意 しに行 ぐのだか ら

・・わた しは道であり，真理であり，

命である∵∵・。わた しの名によって願

うことは，なんでもかなえ て あ げ よ

う。……わたしは父にお願いしよう。

そうすれば，父は別に助け主を送6て

いつまでもあなたがたと共におらせて

下さるであろう。……わたしはあなた

がたを捨てて孤児 とはしない6あ なた



がたの ところに帰 って来 る。…… あな

たが たにわた しが命 じる ことを行 うな

らば， あなたが たはわた しの友 で ある

・これ らの ことを命 じるの は
， あな

たが たが互 に愛 し合 うためであ る。」

(ヨ ハネ14章 ，15章 よ り)

最 後 の夜 に数人 を伴 な ってゲ ッセマ

ネ の園 に近づ いたイエスは，言語 に絶

す るよ うな大 きな使命を前 に気 を強 く

持 ってい られ るよ う，御 自身 のために

祈 って くれ と，使徒 たちに願 うことも

で きたか も知れ ないが， それ よ りもイ

エスは彼 らの ため に，彼 らと同 じよ う

に御 自身 に従われ た木 々のために祈 ら

れたので ある。その場 にい合 わせ， そ

の祈 りを聞いた ヨハネは次の よ うに記

してい る。

「……わた しがお願 いす るの は，彼

らを世 か ら取 り去 ることではな く，彼

らを悪(し き者)か ら守 って下 さること

であ ります ……彼 らも世の ものでは あ

りませ ん。……真理 によ って彼 らを聖

別 して下 さい。 ・、…・わた しは彼 らのた

あばか りでな く，彼 らの言 葉を聞いて

わ た しを信 じている人 々のために も，

お願いい た します 。父 よ，それは，あ

なたがわ た しのうちにお られ，わた し

が あなたのうちにいるよ うに，みんな

の者が一つ となるためであ ります。す

なわ ち，彼 らを もわ た したちの うちに

お らせ るためで あ り， それによって，

あなたがわた しを おつかわ しにな った

ことを，世 が信 じるようになるためで
'あ ります

。」(ヨ ハネ17章 よ り)

本 当に心 うたれ るこのと りな しの祈

りを終 え，イエス は肉体 と 霊 の 苦 痛

にひ とり立 ち向か うたあ に進んで行 か

れ た。主 イエス ・キ リス トの近代 の十

二使徒 のひ とりは次 の ように記 してい

る。

「ゲ ツセマネの園にお けるキ リス ト

の苦悶 は， その熾 烈 さは もちろんの こ

と，その 目的 とい うことについて考え

ても，人間 の心 では計 り知 れない もの ，

が ある。… …イエス はその苦悶 の とき

に… …サ タソの加 え ることのでき るあ

らゆ る恐怖 に立 ち向かい， これ に打 ち

勝 った。人間 には理解がで きないが実

在す る非常 に現実的 なある方法 によっ

て， 「救い主」 はアダ ムか らこの世 の

終 りに至 るまで の人類 の罪を 自身 に引

き受 けた もうたので ある。」(ジ ェーム

ズ ・E・ タル メージ 「キ リス ト ・イエ

ス」P.613)

イ エ スが無実の うちに告訴 され，不

法 に裁判 され，処刑 され るの はもはや

時間の問題 であ った。 しか しイエス は

何人 た りとも成 し得なか った ことを実

行 されたのであ った。すなわち，墓か ら

甦 られたのであ る。墓は再び世の光 と

生命 に満 ち，イエスは父のみ もとへ と

昇 って行 かれた。死 に打 ち勝 ったナザ

レのイエスは，今 や救 い主 イエス とな

られたので ある。

性急 さに忙殺 され ている現代 の生活

に比べ， イエスの生活 はいかに単純素

朴で あ り，粗末 な環境 のも とにあった

ことか。イエスを取 り巻 いていたのは

高慢 な世の権力者で はな く，貧乏人，

賎 しい人 々，謙虚 な人 々で あった。 そ

してその生活や教え に複雑 なものは何

ひ とつなか った。イエスの語 られた言

葉 は， 当時耳を傾 けて聞いた人 々， ま

た現在耳を傾 けて聞 くすべての人 々に

影響 を及 ぼすので ある。

歴史 は今 ，イエスの死を証明す るに

足 る証拠 を提供 して くれ る。私 は，イ

エスの死 を確信 してい ると同様に，か

つて この世 に生 を受 けた人 々，また こ

れ か ら生 を受 けよ うとす る一人 一人 の

「救 い主」と して，イエスが今 も生 きて

ま します ことに対 して，静 かな， しか

しなが ら強 い確信 を抱 くのであ る。昔

の過越 の週 に入 るに際 し，生 け る神の

生 ける御子，復活 され たイエス ・キ リ

ス トのことに思 いをはせ よ うではない

か。イエス のみ名 の もとに，心 をひ と

つ に し，互 いに愛 し合 い，戒 めを守 る

よ う願 うもので ある。 イエス ・キ リス

トのみ名 によ り，アrメ ソ。

わ れ らは，す べ て神 の

これ まで に 啓 示 した

まい しこ と を信 ず

みたまを通 して問い，正 し

い生活を送 ることによって

主 の啓示を吟味 しなさい。

十二 使徒 評議 員会 会員

ボイ ド ・K・ パ ッカー

今朝，愛するロムニー副管長は聖霊

というテーマで啓示について話 して下

さったが，私は副管長の言葉か らとて

も大きな励みを得た。皆 さんもそう感

じたことと思 う。

情勢の定まらない世にあって，啓示

が絶えず教会に下されていることを私

は神に感謝 している。

また，啓示が予言者にのみ限 られて

いないことも感謝 している。教会幹部

も受けることができるのである。さら

に世界各地の教会指導者か ら，何かを

決定するときや，もっと光明を知識を

必要とするときに導きを与え られてい

るとい う話をいつも聞 く。

また父母たる者も霊感 と啓 示 を 受

け，事実 ロムニー兄弟が話 して下さっ

たその力を通 して家族を導 くことがで
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きる。当然のことなが ら，私たち一人

一人が，ふさわ しく生活するな らば，

みたまとの交わ りを持ち個人的に導き

を受けることができるのである。

過去の予言者は彼 らの受けた啓示を

記録 してきた。そして，それを受ける

に至 った神聖な歴史 と共に，聖典の中

に記 している。もちろん，その最 もよ

く知られた例は聖書である。私たちは

教会において，ほとんどの人が もはや

しな くなったことをしている。私たち

は聖書を読んでいるのである。

また他の聖典すなわち啓示の書にも

恵まれている。モルモソ経，教義 と聖

約，高価なる真珠がそれである。

聖書以外の聖典があると公言すると

きに，私たちは次のように尋ねられ る

ことだろう。 「では， これ らの啓示は

どこか ら得たのですか?こ れ らの書

はどこか ら与え られたのですか?」

これ らの質問に答えようとして，私

たちは，古代の予言者が作った記録を

ウリムと トミムを使って翻訳したこと

をす ぐに話す。また，神のみもとか ら

送 られてきた天の御使いの訪れについ

て話 し，さらに何のためらいもな く，主

御自身が現われたもうたことを話す。

すると多 くの人々はこれ らの説明が

何か奇妙な物語であるかの よ うに 考

え，表面的にさえそれ らを真面 目に受

けとろうとはしない。そして聖書の時

代には当然であった啓示が，今 日の時

代にも与えられているという考えを否

定するのである。

それでもなお，これらの聖典は存在

する。私たちはこれ らをどこか らか得

たのである。そこで言う。 「手に取っ

て，読んでみて下さい。そして試 し，

自分で調べて下さい。」け れ ども不幸

なことに，ほとんどの人は試してみよ

うとさえしない。

これ らの人々は，ヒュー ・ニブレー

，博士が数：年前に書いたあるたとえ話の

中の人々のようである。そのたとえ話

を一部引用したいと思う。
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「ある時，ひとりの若者が畑を耕 し

ていて，大 きなダイヤモソ ドを見つけ

た。そこで彼はそのことを人々に話 し

た。そして，人 々にただでその石を見

せ，みんなはそれを認めた。ところが

ひとりの心理学者が，みんなのよく知

っている事実を例にとって，その若者

は妄想に陥っていると説いた。またあ

る歴史学者は，以前にも何人かの人々

が畑でダイヤモソドを見つけたと言っ

たが，それがうそだったことを説明し

た。さらに，この地方 にあるのは水晶

だけで，ダイヤモソドなど全 くないと

言 う地質学者も現われた。若者が見つ

けたのは水晶だと言 うのである。そし

てその地質学者は，その石の検査を頼

まれると，大儀そうに何 も言わず，た

だ微笑を浮かべて静かに首を横に振 っ

て断わった。また言語学の教授は，そ

の若者がその石を指 して使 った語が，

ほかの人々がダイヤモソ ドの原石を指

して使っている語 と全 く同じものであ

ることを証明 した。従って彼は単に，

その当時の人々が共通に用いていた言

語を使っていたと言 うζとになる。さ

らに社会学者は，4大 都市の花屋の店

員合計177人 の内，その石が本物である

と信 じたのはわずか3人 であると言っ

た。その石を見つけたのはその若者で

はな く，誰かほかの者であることを説

くために書物を著わした牧師もいた。

最後に，ひとりの貧乏な宝石商が，

石の鑑定をまだ終えていないので，ダ

イヤモソ ドかどうか確実で名の通 った

鑑定人に頼んで調べてもらい，答えを

出したらどうかと指摘 した。だれがこ

の石を見つけたか，その発見者は正直

で正気かどうか，だれが彼を信 じるか，

彼はダイヤモソ ドとレソガの区別がで

きるかどうか，ダイヤモソ ドが畑から

見つかったのかどうか，また人々が水

晶やガラスをダイヤモソ ドと見誤った

かどうか，これ らはすべてダイヤモソ

ドかどうかと何の関係もな い の で あ

る。そこでダイヤモソ ドの鑑定人たち

が呼ばれた。ある鑑定人たちはそれが

本物であると言 った。 しかし他の者た

ちはそれをひどい冗談だと取って，そぜ

のことに真剣に取 り組むことで自分の

威厳と評判を危 くすることのないよう

にした方がよいと言った。 こうした中

で悪い影響を残すことがないように，

ある人が，その石は実際にはとてもよ

くできた人造のダイヤモソ ドであると

いう説を出した。 しか し，作 り事に変

わりはない。これに異議を唱えるなら

ば，農夫の若者が良質の人造ダイヤモ

ソ ドを造ることは，本物を見つけるこ

とよりも，はなはだすば らしい功績で

あるということである。(Z，θ〃 勿 訪θ

Dθsθ7渉αη4訪 θ 四〇7Z4げ 魏θ∫α7θ一

4漉S，「砂漠の リーハイとジェレドの世

界」，〔英文〕P.136，137)

私たちが これ らの聖典を持っている

ことは事実である。繰 り返すが，私たち

はこれらをどこか らか得たのである。

多年の聞・これ らがどこか ら得 られ

たかについて数多 くの解釈と意見が出

されてきた。 しかも提議されたこれ ら

の説はそのほとんどが，これ らの書を

それほど読んでいない人々によるもの

である。さらに，ジ ョセフ ・ス ミスが

それ らを作 り，彼自身がそれ らを著わ

した。従って彼はその非難を受けなけ

ればならない，という考えを持った人

々によることがほとんどである。

しか しこのことは彼にはるかに大き

な信望を与え，実際よりも大きな功績

を持たせることになる。私はこれを受・

け入れることはできない。なぜなら，

このことは彼を測り知れない天才に仕

立てることになるからである。彼がそ

うであったとは思わない。彼が何の助

けも受けず，神の導 きなしにそれ らを

創作 したと考えることは，不合理なこ

とである。

事実は明瞭である。それはジ ョセフ

・ス ミスが神の予言者であり，それ以

上の者でも以下の者でもないことであ

る。



聖典はジョセブ ・ス ミスから与えら

れたというよりはむしろ彼を通 しても

たらされたものである。彼は啓示が与

えられる仲立ちとなった。それ以外の

点では，古代の予言者たちや近代の予

言者たちと同様に，彼も並の人聞であ

る。

これ らの啓示の書は偽りである，そ

の証拠に，初版以降，聖典の内容に変

更が加え られていると主張する人々が

いる。彼 らはこれ らの変更部分を引用

して，あたかも彼 ら自身が啓示を宣言

しているかのように，ここに偽 りの証

拠がた くさんあると言 う。あたかも，

それ らの啓示について知っている唯一

の人であるかのように。

もちろん，変更や改正の加え られた

部分はある。少 し調べただけでもそれ

がわかる。 しか し，正 しく検討すれば

これ らの改正は，異論ではな く，む し

ろその書が真実のものであることの証

となるのである。

予言者ジ ョセ7・ ス ミスは，学問の

ない，一介の農家の息子であった。彼

が若い頃に書いた手紙を読むと，綴 り

も文法も，また語法もあまり洗練 され

ていないことが うかがえる。

そのような彼を通 して，文学的にも

味わいのある形で啓示がもたらされた

ということは，全 くの奇跡である。そ

して引き続き多 くの点で改善が加え ら

れたことで，それ らを尊ぶ気持は増す

ばか りである。

ここで， これ らの変更は基本的に，

文法，語法，句読点，明文化の点で最

小限文章を洗練 したものにすぎなかっ

たことを強調 しておきたい。従 って根

本の原則は何 ら変わっていない。'

では，そのことがなぜ広 く告げ られ

ていないのだろうか。その理由は明 ら

かである。比較 してみたところで何の

意味もなく，全 く取るに足 らないので

話す必要がないか らである。とにか く

このことは，これ らの書が真実のもの

か否かに全 く何の関わりも持 っていな

いのである。

古代の予言者モロナイは，多 くの啓

示を編纂 した後，次のように語ってい

る。 「もしこの記録の中に足 らない所

があれば，それは人間の欠点によるも

のである。しか し，私たちはこの記録に

何 ら足 らない所を見出さない。けれど

も，神はすべてのことを知りたもうか

らこの記録を非難する者は慎んでその

考えを捨てよ，そうでないとおそらく

地獄の火に投げ入れ られるであろう。」

(モルモン8：17)「 すべて…この記録

に記してあることよりも偉大なことを

知るであろう……」(モ ルモソ8：12)

人はある石を取 り上げて，それが何

かを正 しく確認するために，粘板岩あ

るいは砂岩であることを確認する検査

を行なったとす る。そしてこの検査の

後， 「ダイヤモソ ドであることは認め

られなか っ、た」 と言 って調べ るのを止

めたとす る。

たとえそれが正しくても，彼の得た

結果は，それがダイヤモソ ドかどうか

を何 ら明 らかにするものではない。数

多 くの検査を行ない同じ結論に到達す

るかもしれないが，誤った方法を使 っ

た場合，それは確認できない。

彼が正しい方法に従 ってその石を検

査するときに，ただそのときのみ，正確

な結論を得 ることができるのである。

それまで， 「ダイヤモソ ドであること

は認められなかった」 という彼の結論

は，何 ら価値のないものだと言えるで

あろう。

長年の聞，限りな く大勢の人 々が，

これ らの啓示を正 しい方法によらずに

調尽てきた。そして彼 らは一様に，パ

ウロの語った言葉を証明 している。「生

れなが らの人は，神の御霊の賜物を受

け入れない。それは彼には愚かなもの

だか らである。また，御霊によって判

断 されるべきであるか ら，彼はそれを

理解することができない。」(1コ リソ

ト2：14)

これまで述べてきたように，これ ら

難

の聖典のダイヤモソ ドは，その検査に

耐えるものである。ダイヤモソ ドのた

あの検査にそれをかけた ら，そのダイ

ヤモソ ドが本物かどうかわかるのと同

じように，確かに聖典もそのたあの検

査にかけることができる。

非常に確実な方法がある。 しかしこ

れを用いるためには，批判か ら霊的な

問いかけへと心の態度を変えなければ

な らない。

聖典を調べるのに，あいまいな態度

で，さらには不誠実な気持でとりかか

り，何も得 られずに止めて しまう人々

がいる。 これは，彼 らが備え，受ける

に足る分そのもの しか得 られなかった

ためである。もしあなたがそれを，あ

いまいな問いかけや，無益な好奇心，

あるいは善意か ら出たものだが一時的

にすぎない探求に応 じるものだと考え

ているなら，それは誤 りである。同様

に，狂信家に応 じるものでもない。

誠実なへ り下った心で静かに人生を

過ごす ときにこそ，人は確かなものを

知ることができるのである。真理にま

つわる多 くの要素は，人生の備えがで

きて始めてもたらされる。

しかしそれらの証がもたらされるの

は非常に早い。老若を問わず多・くの謙

遜な人 々が このような証を持てるとい

う可能性を軽視してはならない。多 く

の人々は現に，学問や科学の分野で得

られる知識にまさる証を持っている。

畠謙遜な人がみたまを通 して問い
，正 し
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い生活に基づいて得た証を述 べ る ど

き，彼がその他の点では無知であるか

らといってその証を否認 したりせず，

それに心を配 りなさい。

学界で巨人 と言われる人でも霊的に

小人とみなされる人が多い。そのよう

な人は，通常倫理的にも虚弱である。

そして，神のみ業を滅ぼそうと，す ぐ

に自ら破壊者の一員になり下がるので

ある。不節制，不敬，不道徳な人，破

壊的で，その地位にいる値のない人の

証に気をつけなさい。

予言者ニーファイはこう言 って い

る。「……罪のある者は真理が胸の底ま

で刺 しつ らぬ くために真理を残酷だと

思うのである。」(1ニ ーファイ16：2)

またこの予言者は語っている。 「書

く時には話す時ほどの力がない。それ

は，人が聖霊の力で語るときには，聖

霊がその話を人の心の中に浸みこませ

るからである。

しかしなが らごらん，世の中には聖

霊に対 してその心をかた くなにす る人

が多いから，聖霊はこれ らの人々を感

動させ ることができない。従 ってこれ

らの人々は書き記 してある多 くのこと

を捨てて，これを価値のないものと見

なす。」(皿 ニーファイ33：1，2)

さらに彼は，自分の書き記 してきた

言葉は，人々に善を行なうように勧め

るものであると言 っている。 「イエス

のことを教え，またイエスを信 じて終

りまで堪え忍べ と説き勧めている。イ

エスを信じて終 りまで堪え忍ぶならば

永遠の生命を得るのである。

私 の書 いた言葉 は真理 をは っき り『と

語 って罪悪 をきび し く答 め るか ら，悪

魔 のよ うな精神 の者 でないかぎ りは，

誰 も私の書 いた言葉 を怒 らないで あろ

う。」(皿 ：ニー一プ アイ33：4～5)

新 約 聖書 に，私 たちが心 に留 ある価

値 のあるひとつの警告が ある。 ペテ ロ

と他 の使徒 たちが議会 によって監禁 さ

れ た。 しか し天使 によ り解放 された。

その後 また議会 に連 れて来 られた。 そ

こで彼 らは証 を述べ た。 「わた したち

は これ らの事 の証人 であ る。神が ご自

身 に従 う者 に賜 わ った聖霊 もまた，そ

の証人 であ る。」(使 徒5：32)

議 会 のあ る者 たちは使徒 たちを殺 そ

うとした。 しか し，律法学者 ガマ リエ

ル は，次 のよ うな賢 明な発言 を した。

「イスラエル の諸 君。 あの人 たちを ど

う扱 うか，よ く気をつ けるが よい。」(使

徒5：35)そ れ か ら，ふた りの説教 者

の例 を引用 した。 「この人 も滅 び，従

った者 もみな散 らされて しま った。」

そ してガマ リエル は忠 告を与 えた。

「あの人 たちか ら手 を引いて，そのな

すままに しておきな さい。そ の企てや

しわ ざが ，人 間か ら出た ものな ら， 自

滅 するだろ う。

しか し， もし神 か ら出た ものな ら，

あの人 たちを滅 ぼす ことはで きまい。

まか り違 えば，「諸 君は神を敵にまわす

ことにな るか も知れない。」(使 徒5：

37-39)

啓 示 は教会 内に存続 してい る。教 会

のためには預言者 がそれを受けてお り

ステーキ部 のためにはステーキ部長が

いる。伝道部，定員会には伝道部長，

会長がいる。 ワー ド部には 監 督 が お

り，家族には父親がいる。そして，個

人は自分のたあに啓示を受ける。

これまで多 くの啓示が与え られてき

た。そしてそれらは，進み行 く主のみ

業の中にはっきりと見いだされる。お

そらくいつの日か，これまでに与え ら

れ，記録 されてきた他の啓示が出版さ

れることであろう。このように私たち

は神が 「神の王国につきて多 くの偉大

にして重要なることを啓示 したもうこ

と」(信 仰箇条第9条)を 信 じ，待ち

もうけているのである。

最後に教義 と聖約か ら聖 句 を読 ん

で，その中にある約束 と定則とを確認

したいと思う。

「誠に，主か くの如 く言 う。その罪

を捨ててわれに来り，わが名を呼び，

わが声に従い，わが誠命を守るあらゆ

る人々は，わが面を見てわれ在るを知

ることあらん。」(教 義と聖約93：1)

しるしを求める者ではな く，思いと

心 と体を清 くして備える者となるよう

勧めるものである。

主は言われた。 「故に，汝 らの心誠

心誠意神に向わんがために，汝 ら自ら

聖 くせよ。さらば，汝 ら神を見るの時

あらん。そは，神その面を汝 らに現わ

すべければなり。而 してそは神の時，

神の欲するまま.神 の旨によりて起る

べ し。」(教 義 と聖約88：68)

私は啓示が実際にあることを証する

私はそれ らをこれまで調べ 試 み て き

た。この大会で私たちの前に座 ってい

る15人 の教会幹部 は，主 イエス ・キ リ

ス トの特別な証人である使 徒 に召 さ

れ，聖任 された人々である。主が生きて

お られ ることを証す る。 イエス ・キ リ

ス トの福音は救いに至る力であり，ま

た私たちは求めれば， これ らのダイヤ

モソ ドが本物であることを知 ることが

で きる。 これ らをイエス ・キ リス トの

み名に よって 申 し上げ る。ア ー メソ。



救い主の使命

「主に心 を向け，従順 を

通 して主の愛に報い る」

む

、デル バ ー ト ・L・ ステ ィフ レー

十二 使 徒評 議 員会 会員

愛す る兄 弟姉妹，友人 の皆様 ，救 い

主 は告 げて お られ る。 「見 よ，われ は

イエス ・キ リス トな り。予言 者 らが こ

の世 に来 ると証 を した るその者 な り。」

(皿 ニー ファイ11：10)「 わ た しは世

の光 であ る。わた しに従 って来 る者は，

やみの うちを歩 くことが な く，命 の光

を もつであ ろう。」(ヨ ハ ネ8：!2)

救 い 主の使命や教え，奇跡 ，瞭 いの

犠牲，復活，永遠 のみ栄 に昇 られた こ

とにつ いて は多 く書 き記 され，数 多 く

の説教が なされている。 キ リス トはま

さ し く私 たちの主 であ り，救 い主，瞭

い主 ，神 であ る。主 は言われた。 「わ

た しが天 か ら下 って きたの は， 自分の

こころのままを行 うためで はな く，わ

た しをつかわ されたかたのみ こころを

行 うためであ る。」(ヨ ハネ6：38)「

・わた しが きたの は
，羊 に命を得 さ

せ，豊 かに得 させ るためで ある。」(ヨ

1974年4月7日(日)年 次総大会午前の部の説教

バ ネ10：10)「 そ して， …・…・・またき

て， あなたが たをわた しの ところに迎

えよ う。 わた しのお る所 にあなたがた

もお らせ るためであ る。」(ヨ ハネ14：

3)

こ こに， この地上に おける救い主の

使命の 目的が ある。す なわちそれ は，

私た ちに永遠 の生命を得 させ，天 にお

いて天父や救 い主 と共 に住 まわせ る と

い うことであ る。

主 は，私た ちが永遠 の生命 に至 る道

を理解 で きるように教えを授 けて下 さ

った。また多 くの奇跡 を行 なって，御

自分がま さ しく神 の御子で あるとい う

証 と証拠 を示 され た。御 自分 の命 を捧

げるとい う賠 いの犠 牲は，主 の全人類

に対す る偉大 な愛 を示 すものである。

救 い主 は こう言 ってお られ る。 「人が

その友 のために自分 の命 を 捨 て る こ

と，これ よりも大 きな愛 はない。」(ヨハ

ネ15：13)主 は 御 自分が私た ちの友で

あ ることを証明 して こ られた。だが，

私 た ちは どうであ ろうか。祈 りの時間

を取 り，救い主 について知 るための，

また 自分 自身を救い主 の友 とす るため

の勉強 に時間を さいて きただろ うか。

J・G・ ス モール は こう書 いている。

わが巡 り合いしかの友

親切，誠実，思いやりに満ちて，

いと賢き助言者，導き手

力ある守 り手なり。

わが巡 り合いしかの友，

わが救いのため血を流 し，息絶えぬ。

わが賜わりしは生命の賜 の み な ら

ず，友は自らを捧げたり。

わが巡 り合い しかの友，

われを天のみ座へと導 く

全能の力もて，

道を照らしつつ。

イエスが語 りかけ られた 群 衆 の 中

に，足なえやつんぼめ，くらの人たちが

いたことを想像 していただきたい。群

衆は救い主に，救い主は群衆にと互い

にあふれんばかりの愛を感 じていた。

群衆はイエスの語 りたもうた慰あの言

葉に深 く感動 し，喜びの涙を流 した。

同様にイエスも彼 らの心に触れて，彼

らに対する憐れみと慈悲の心に満たさ

れた。主は群衆を見まわして，「汝 らの

中にて今病める者あるか。その者たち

をここに連れ来れ。汝 らの中にて足な

え，め くら，びっこ，かたわ， らい病

人，屡えたる者，つんぽ，またはいか

なる病にてもあれ悩める者は，その者

たちを ここに連れ来れ。われは……こ

れ らの者を医 さんとす。

……汝 らの信仰われが汝 らを充分医

すに足 ると認む」 と言われた。、(皿ニ

ーファイ17：7，8)

すると群衆は悩んでいる者，足なえ，

め くら，おしの者たちを連れて来たの

で，イエスはその者たちを皆癒された。

そこで病を癒された者も健康な者も，

その場にいた者は皆感謝と賛美でひれ

伏 した。(皿 ニーファイ17：10参 照)

それから救い主は御自分のまわりに

子供たちを呼び寄せ，群衆に地へひざ

まずけと仰せになった。イエスは自ら

も地にひざまずいて御父に祈 られた。

その有様について記録は次のように語

っている。 「これを口で言いあ らわせ

る者もな く，筆で書きあらわせる者も

な く，また人間の心で想像できぬほど

偉大で驚嘆すべきものである。イエス

が，私たちのために御父に祈って居り

たもうのを聞いたとき，私たちの心に

満ちた喜びは人間の想像ができないも

のである。

・イエスは御父に祈 ってしまうと

立ち上 りたもうたが，群衆は喜びのあ

まり疲れてしまった。

しかし，イエスがかれらに……起て

と命 じたもうと，

・・ここに於てイエスはr汝 らはそ

の 信仰の故にさいわいなり。見よ，今
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わが喜びは満 ち溢れたり』とかれ らに

言って，

涙を流 したもうた。……イエスはそ

れからかれらの小 さい子供たちを一人

一人近よせてこれに祝福を与え，かれ

らのために御父に祈 りたもうた。

そしてこれをして しまうとまた涙を

流 したもうた。」(皿 ニーファイ17：17

-22)

私たちは，これらの善良で信仰厚い

人々の美 しい心 とイエスが彼 らに示 さ

れた大いなる愛を悟 ってい るだ ろ う

か。偉大な主なるキ リス トが自らの祈

りの中で示された訓戒はここにあるの

である。主は絶えず人々に関心を払 う

という模範を示しておられた。そして

人々のために，また人々が特に必要 と

していること，個人個人が求めている

事柄について祈 ってお られた。イエス

は群衆に向かって勧告された。 「され

ば汝 らはわが名によりてたえず御父に

祈 らざるべからず。

汝らの妻子が祝福を受 くるよう，…

…家族の祈 りを御父に捧げよ。」(皿 ニ

ーファイ18：19 ，21)

私たちは救い主のこの言葉を理解し

ているだろうか。救い主は御父に祈り

を捧げ，病人を癒 し，子供たちを祝福

された。それと同様に，私たちにも援

助を必要 としている人のために祈 り，

妻子を祝福する権利を行使す るように

と救い主は教えておられるのである。

そうすることは，私たちにとって単な

る祝福であるばか りでな く，家族生活

を守るすべとなる。私たちは，そのよ

うな霊的力を経験することによって互

いの愛 と一致をより一層緊密にするこ

とができるのである。

もう一度この聖句を読ませていただ

きたい。r汝 らはその信仰の故にさい

わいなり。見よ，今わが喜びは満 ち温

れた り。」(皿 ニーファイ17：20)

救い主の喜びが満ち盗れるのは，私

たちが悔い改め，信仰を持ち，神の戒

めを守るときである。

rrこの故に，悔い改めて幼児のごと

くわれに来 る者は，われことごとくこ

れを受け容 るべ し。かかる者はすでに

神の王国に居る者 と同じなればなり。

見よ，われはかれ らのために一度わが

生命を捨てて，また生命を得たり。故

に世界の隅々に至る者たちよ。悔改め

をなし，われに来 りて救いを受けよ』

と。」(皿 ニーファイ9：22)「 その罪

を悔い改め，わが名によりてバプテス

マを受けんと願 う一切の人々に，汝 ら

は次の方法を以てパプテスマを施 さざ

るべか らず。」(皿 ニーファイ11：23)

福音の真髄 すなわち悔い改あと赦

し，そして永遠の生命。 ここにこそ救

い主の瞭いの犠牲の真の意味が示 され

ているのである。

「このようにして，神は創世の前か

ら定めた永遠の大みこころを成就した

もう。 このようにして，人の騰い救わ

れることと亡びと不幸とは生ずるので

ある。

それであるか ら……来たいと思 う者

は誰でも来て生命の水を自由に無料で

飲んでよろしい。また来たいと思わな

い者は誰でも来ることを 強制 され な

い。しかしこの者は終 りの日にその行

いによって報いを受ける。」(ア ルマ42

：26，27)'

言い換えれば，その選択は私たちに

かかっているということである。もし

私たちが善をなせば，善なるものが返

って来ようし，悪を働けばその報いと

して不幸な有様に陥 るであろう。主は

私たちをことごとく救いたいと望んで

お られるが，主のみこころを拒む者が

いることも御存知である。救い主のそ

の苦悶は次の聖句によく表 わ れ て い

る。「ああ，エルサレム，エルサ レム，…

・ちょうど，めんどりが翼の下にその

ひなを集めるように，わた しはおまえ

の子 らを幾たび集めようとしたことで

あろう。」(マ タイ23：37)

予言者たちもまた人々に，主のみ言

葉に耳を傾けて悔い改あるよう叫んで

きた。 「ああ罪悪を犯す人たちよ，浮

世の無益な物を誇 る人たちよ，義の道

を知 っていると人の前で言いなが ら，

羊飼が これまでも呼び現在まだ叫んで

居たもうのにその御声に耳を傾けず，

あたかも羊飼のない羊のように迷 って
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いる者よ」(ア ルマ5：37)

良い羊飼い，主なるイエスは，私たち

に愛と憐れみを抱いておられるので，

一人一人を招いておられ .る。主は罪を

犯 した人を赦 して くださる。主は人が

救われることをお喜びになるからであ

る。

私たちが救いを得，昇栄に至るため

に救い主が払われたその犠牲に対 して

私たちは決 して完全な恩返 しをするこ

とはできない。私たち一人一人の義務

は，自 らの心と生活を吟味 して，主が

いかに慈悲深 く思いや りのある御方で

あるかを心に深 く思い計 ることであろ

う。ジ ョージ ・ハーバー トは言 った。

「いと恵み深き主よ，願うは一つなり，

われ らに感謝の心を与えたまえ。」

先週，私はある婦人か ら手紙をいた

だいた。中にはこのように記してあっ

た。 「私たちは天父を心か ら愛してお

ります。もし私が残りの生涯全時間を

捧げたとしても，.私は主がお与え くだ

さったこの貴い福音に対 して主にお返

しをすることはできません。

ベソジャミソ王は民への説教の中で

次のように述べている。 「……今一度

これをお前たちに言おう。お前たちが

もしも神の栄光を知り，……罪の赦 し

を受けているな らば，……神の偉大な

ことと，自分が役立たずで何のねうち

もないことと，……自分に神が恵み深

く辛抱強 くまします こととを忘れずに

思い起 して低 くへりくだり，毎 日毎 日

主の御名によって祈 り，……将来のこ

とを確 く信 じて変 らないことを望む。

もしもお前たちの行いがこのようで

あるな らば，お前たちはいつも喜び，

神の愛に浴 し，……お前たちを造 りた

もうたお方の栄光，……をいよいよ深

く知るようになる。

またお前たちは互いに傷つけ合 う心

がな く，安 らかに暮 して，あらゆる人

にその当然受けるはずのものを与えた

いと思 うようになる。

またお前たちは，自分の子供 らを飢

えさせた りはだかのまま置いたりはし

ないであろう。またお前たちは自分の

子供 らが神の律法に背 き…を許 さず，

お前たちは自分の子供らに真の道を

行 う事 と真面目でなければならぬ事と

互いに愛し助けねばならぬ事とを教え

るであろう。」(モ ーサヤ4：11～15)

義 しい行ないをしようと努力してい

るとき，私たちはしばしば試練に遭 っ

て悩む。 しかし主はこのような慰めを9

与えておられる。 「すべて重荷を負う

て苦労している者は，わたしのもとに

きなさい。あなたがたを休ませてあげ

よう。

わた しは柔和で心のへ りくだった者

であるか ら，わた しの くびき壷負 うて，

わたしに学びなさい。そうすれば，あ

なたがたの魂に休みが与えられるであ

ろう。」(マ タイ11：28，29)

「われは世の光にしてまた世の生命

なり。われはアルパにしてオメガなり，

始ら6にして終りなり。

われがこの世に来れるは，世の人に

賄いと救いとを与え，また世の人を罪

より救うためな り。」(皿 ニーファイ9

：18，21)

「そして，・……またきて，あなたが

たをわたしのところに迎えよう。わた

しのおる所にあなたがたもおらせ るた

と)である。」(ヨ ハネ14：3)

さて，今は私たちがこの大いなる約

束を成就するたあに準備をなし，ふさ

わ しい者となる時期である。多 くの人

は物事に対する正 しい価値感を失い，

霊に関わる進歩を犠牲にして富を追い

求めている。あらゆる仕事，義務，責

任を手がけるに当たって，私たちはま

ず，神の御子な らどうされるかという

ことを考慮 しなければならない。主で

あり救い主であるイエス・キリス トは，

私たちに永遠の幸福を得 る道を示 して

下 さっている。私たちは皆，自らの救

いと栄光を主の功徳に頼らなければな

らないのである。私たちに永遠の幸福

を得る道を示 して下さっている。

神の偉大なる生命 と救いの計画の中

にあってキ リス トが実に生きておられ

る御方であることを証する責任を持つ

者 として，私は人の霊は決 して滅びる

ことがな く，この現世を越えて生き続

けるということを心か ら証するもので

ある。また私は，神が生きておられ，そ

の御子イエスが生きておられること，

私たちが教えている福音は真実である

ことをへりくだり証申し上げる。また

愛す るスペソサー ・W・ キソボール大

管長は神か ら召されていることを証す

る。私は大管長にこの上ない愛と尊敬

と賞賛の心を抱いている。私は大管長

を支持 し，助け，また従って行 きたい

と思う。なぜなら，私は彼が今日主の

民のたあに油注がれた方であることを

知っているか らである。神が私たち一

人一人を祝福 したもうて，私たちが主

と交わした誓約に正しく忠実であるよ

うに。イエス ・ギ リス トのみ名により

・へりくだ り祈るものである。アーメソ。
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証 の 力

信仰と忍耐を伴う証が

昇栄をもたらす

七十 人最 高評 議員 会会 員

ハ ー トマ ン ・レ クター ・

ジ ュニ ア

私たちは このすば らしい霊感 に満 ち

た大 会で，新 しい預言者 を支持 した。

それは必要 であ る6神 の戒 めだか らで

ある。当然 の ことだが ， このみ業 はな

お進み行 く。私 た ちは預言者 に従 わな

くて はな らない。

「あなたの教会 の基本原則 は何 です

か」 と聞かれた ときの預言者 ジ ョセ フ

・ス ミスの返答 に，証 の重要 さについ

ての簡潔 な言葉 があ る。彼 は言 った。

「教会 の基本原則 は，イエス ・キ リ

ス トが死んで葬 られ，3日 目に よみが

え って天 に昇 られた と言 う，使徒 と預

言者 の証で あ る。私 たちの宗教 のその

他 すべ ては， それ に付随す るのみであ

る。」(71θα酌伽81s(ゾ 訪 θPπ ψ乃窃ノbs砂乃

S厩 魏 「預言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教

え」 〔英文〕P.121)

証 と は， ロムニー副管長が今朝言わ
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れたように，聖霊の啓示によって得 ら

れる，福音が真実であるとい う確かな

知識である。そうであるならば，それ

は造 り主と交わ りたい者にとってきわ

めて重要である。証 は実に大切である。

しかし，証は真の霊的進歩の初まりと

はいえ，証だけで人が救われるのでは

ない。

証が完全な改宗を意味す ると思 うの

は，よ くありがちな誤 りである。私た

ちは何度 も証を信仰 と同一視 してしま

う。強い証を持 っていると言 うつもり

で 「彼は強い信仰を持 っている」と言

ったり，大 きな信仰があると言 うつも

りで 「彼の証は強い」と言ったりする。

しかし，私はこのふたつが常に同義だ

とは考えない。信仰は知識に基づ く。

それはまだ見ていない本当のことを待

ち望むことである。(ア ルマ32：21参

照)一 方，証 とは啓示された知識であ

る。

証を述べるとは，自分が真実である

と知 っていることを証言することと比

べ られる。私たちが証を述べると言 っ

ていることの多 くは，実は，証ではま

ったくない。それは公に感謝を述べる

ことにほか な らない。感謝 す るの は良

い こ とで あ る。 しか し，感謝 を公にす

ることは証 ではない。証 は聖霊 か ら来

る。 ヨハ ネが証 してい るような， 「す

べ ての人 を照すま ことの光が あって，

世 に来 た」(ヨ ハネ1：9)そ の キ リ

ス トのみたまは，人 を キ リス トに導 き

証 を得 るよ うに助 け，従 ったな らば人

をイエス ・キ リス ト教会へ のバ プテス

マへ と導 くのであ る。

多 くの人 が， 自分 はイエスが キ リス

トであ るとい う証を受 けた と思 い，そ

れだ けで救われ ると考 えて いる。彼 ら

は， 「自分 は救 われ た」 と言 うのであ

る。だが無論 のこと， それ は違 う。証

は天 の軍勢 の3分 の1を 救 いは しなか

った。ヤコブは記 してい る。「……悪霊

どもで さえ，信 じておののいてい る」

と。(ヤ コブ2：19)悪 霊 どもは何 を

信 じて いるのだろ うか。イエスがキ リ

ス トで ある ことをであ る。実際彼 らは

そのことを知 ってい る。

ペテ 戸はイエスがキ リス トであ ると

の証 を持 ち，それを述 べた。その証 は

確 かに主 か ら来 た ものであ る。救い主

は， 「あなたに この事を あ らわ したの



は，血 肉ではな く，天 にいます わた し

の父 で ある」(マ タイ16：17)と 言 わ

れたか らで ある。ペ テ ロが 当時改宗 し

ていたか どうか は，きわめて疑 わ しい。

なぜな ら， 自分 の命が危 くなった とき

に，主イエス ・キ リス トを知 っている

と認め ることがで きなか ったか らであ

る。 その後，救い主 は苦悩 と十字架 の

死 に赴 く直前，ペ テロが まだ改宗 して

いない ことを知 り， こう言 われ た。「…

…それで， あなたが立 ち直 った(改 宗

した)時 に は，兄弟 たちを力づ けてや

りな さい。」イエスが キ リス トであ ると

い うペテ ロの知識 と証 は，救 い主 を否

む ことか ら彼を 「救 い」は しなか った。

お そ らくは，改宗 して いなか ったため

で あろう。ペ テロは命が危機 に瀕 した

ときに，主 に従わなか ったのである。

私 た ちが改宗 したな らば，油注が れ

た主の しもべを支持 し，従 い，彼 らと

一致す る自分を見い だす はずで ある。

それが，改 宗のひ とつ の確か な印 であ

る。 しか し証 を持つ多 くの人 に， それ

が で きなか った。 この神権時代 の人 の

名を2，3あ げ るだけで も， マーテソ

・ハ リス，デ ビ ッ ド・ホイ ッ トマー，

オ リバー ・カウ ドリ(モ ル モソ経 の三

人 の見証 者)， トーマス ・B・ マーシ

ユ(十 二使徒定 員会 初代会長)に その

問題があ った。彼 らは主 の油注がれ た

しもべを支 持す ることを拒み， それが

教会 か ら追放 され る原因 となった。

改 宗には変化 も含 まれ る。ベ ソジ ャ

ミソ王が言 うように，改 宗 とは利己心，

高慢 ，あせ り，不節制，不従順 ，反抗

心な どの 「肉欲 に従 う人」を捨 て 「主

キ リス トの身代 りの贈罪 に由 って聖徒

どな る」 ことであ る。 これ は 「幼児 の

よ うに従順 で柔和で謙遜で 愛 情 に 富

み，幼児 がその父 に従 うように，主が

負わせた もうすべての ことに喜ん で服

従 す る」 ことを も意味す る。(モ ーサ

ヤ3：19)

イエスはこのことを強調 して， 「…

…r主 よ，主よ』と言 う者が，みな天

国にはいるのではな く，ただ，天にい

ますわが父の御旨を行 う者だけが，は

いるのである」(マ タイ7：21)と 言

われた。

イエスは御父か らみ旨を行 なうよう

にはっきり命 じられ，私たちもイエス

に従って御父のみ旨を行なうように勧

告されている。本当に改宗した人々は

御父のみ旨を行ないたいと望む。では

私たちはどのようにして御父のみ旨を

知るのだろうか。その知識は啓示によ

って御父か ら直接に来るこ とが あ る

が，それはまれである。御父に代わっ

てことを行なう権威あるしもべたちが

いるとき，私たちはたいがいそのしも

べたち，すなわち大管長，教会幹部，ス

テーキ部長，監督，支部長，言い換え

れば主の油注がれた しもべたちを通し

て，御父のみ旨を知るのである。この

ように，主の油注がれた しもべを支持

しな くてはな らないことははっきりと

している。もし私たちが真に改宗 して

いたな ら，彼 らしもべと一致する自分

を見いだすであろう。それが真の改宗

の印であり，御父のみ旨を行なうこと

なのである。

父なる神が直接人に語 られた例は，

世界の歴史にはほんの数回 しか記録さ

れていない。語 るのは，たいてい主イ

エス ・キ リス トである。キリス トは旧

約聖書のエホバである。キ リス トには

御父の代理として話す権威が与え られ

ていた。 しか し，御父が話 しているこ

とが判然 とする例は幾つか記録されて

いる。ヨルダソ川でイエスがヨハネか

らバプテスマを受けたときに，御父の

声が聞こえ，変貌の山でも再度み声が

聞こえた。そして，1820年 ニュ・一ヨー

ク州パルマイラ近郊の森で，預言者ジ

轟羅 羅

ヨセブ ・ス ミスはまた も御 父の声 を聞

いた。その声 はみな，御子イエス ・キ

リス トを紹介 す るか，証 をす るもので

あ った。

しか しなが ら，御父 のみ言 葉が預言

者 によ って私 たちに与え られ た例は，

記録 に残 されて いる。 その数例 はモル

モ ソ経 の中 にある。モルモ ソ経 につい

て は，預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスが こう

証 した。「モルモ ソ経 は地上で最 も正確

な書 物で あり……人が その教えに従 っ

て最 も神に近 づ くことので きる書物で

あ る」(Doo%吻6π 彪冗y1菰 如η げ'乃 θ

α3〃ノ酌 「教会歴史 記録」第4巻 〔英文〕

P.461)

私 が これか ら引用 しようと思 う聖句

の中で，預言者 ニー ファイは，イエス

が 「すべ ての正 しい ことを成就 す る」

ために ヨハネか らバ プテスマを受 けな

くてはな らなか ったわけを説 明 してい

る。彼 は，キ リス トが 「天 の御父 の前

にへ り くだ ることと，天 の御父 に従 っ

てその命令を守 ると証明をす ることと

をバプテスマに よって……示 し，……

人 のふむべ き道 が真直 ぐであ ることと

人 の くぐるべ き門が狭い こととを世 の

人 に教 えた もうので あって，子 羊は自

分 か ら世の人 の前にパ プテスマを受 け

る模 範を示 したもうた」， またそのあ

とで 「われ に律 えと世 の人 に仰せ にな

った」 と述べ ている。(1エ ニーファイ

・31：6-7
，9-10)
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ニーア ァイは こう尋 ねた。 「……そ

れであ るか ら私 の愛 する兄弟 たちよ，

も しも喜 んで天 の御父 の命令 に従 わな

いな らば，-私たちはイエスに従 うこと

がで きるか。」(皿 ニーフ ァイ31：10)

そ して，御父 の教 えを こう記 録 してい

る。 「……悔 い改 めよ，悔 い改 めよ。

わが愛子 の名によ りてバプテスマを受

けよ。」

「また御子 の声がr天 の御父 は，わ

が名によ りてバ プテス マを受 くる者 に

はわれと同様 に聖霊 を与 えたも う。故

にわれにな らいて，汝 らの見 た るわれ

の行 いを汝 らもせ よ』 と私 に聞えた。」

(皿 二・一フ ァイ31：11-12)

さ らに，ニーフ ァイは御子の声が次

のよ うに聞 こえた と記 してい る。

「……汝 ら一旦 その罪 を悔 い改 め，

水のバプテスマを受 けてわが 命令 を喜

んで守 ることを天 の御父 に証 明 し火 と

聖霊のバプテスマを受 け，新 しき言 葉

な る天使 の言葉 にて語 る ことを得 るに

至 る徐われを否定 するよ りは，む しろ

始めよ』り汝 らのわれ を知 らざ りし方 よ

し。」(皿 ニーフ ァイ31：14)

そ してその後，御子を証す る天父 の

言葉を こう記録 してい る。

「私 はまた天 の御父 が 『わが愛子の

言 うことは真実に して確 な り。終 りま

で忍ぶ者 は救 われん』 と仰せ にな る声

を聞いた。」(皿 ニーフ ァイ31：15)

さて ，父 な る神が子供 たちに与 えた

もう最 も大事 な教 え とは，明 らか に こ

れである。悔い改 めて，イエス ・キ リ

ス トの御名 によ りバ プテスマを受 け，

終 りまで耐え忍ぶ こと。 これが御父の

み 旨で あり，子 らに望んでお られ るこ

とで ある。真の改 宗の印は，.耐え忍ぶ

ことであ る。終 りまで耐 え忍 ぶ者 にの

み，偉：大 な永遠 の瞭 いの計画が実現 さ

れる。

預言者ジ ョセ フ ・ス ミス は油注がれ
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た主の しもべのあら捜 しを したり，反

抗した りすることの危険性を指摘 して

いるが，その言葉は実に意味深い。

「私はあなたがたに王国 の 奥 義 の

(鍵の)ひ とつを教えよう」預言者は語

った。 「それは，永遠の世々か ら神 と

共に存在してきた永遠の原則である。

教会を非難 し，自分は正 しくて他人が

道をはずれていると言い，反抗して他

人を責める者は，しかと知るがよい。

彼は背教への道にある。もし悔い改め

なければ，神が生きておられるごとく

確かに彼は背教者となるであろう」(教

会歴史記録」：第3巻 〔英文〕P.385)

そうであるとすれば，油注がれた主

の しもべを支持 し，従うのを拒むこと

はある種の反逆であり，神の権能に故

意，公然と反抗し，拒否することであ

る。それは重大事である。反逆は従1頂

の正反対で，王国からの放逐を招 くも

のである。ルシフェルはそれを経験 し

た。彼は，自分が見た御父の行ないを

しようとせず，主を支持することを拒

んだ。

どうすべ きかを知っていなが ら行な

わず，バプナスマの水に入って誓約を

交わしながら，目の前に光を持ちつつ

も従 うことを拒んだな らば，そのとき

私たちは謀反者 となる。反逆をむ しろ

楽 しみ としている風の人 々もいるので

ある。彼 らはそれを自慢する。背 くす

べての人に主の怒 りが燃えること(教

義と聖約63：2)や 大いなる悲 しみに

刺 し貫かれ，行為があばかれること(教

義 と聖約1：3)を 知 りさえすればよ

いものを。

この世の試 しの時期に，改宗した人

々は成功を収める。王国は衰微に向か

いはしない。それは，人手によらず山

か ら切 り出されて，勢いを増 しなが ら

山腹を転が り落ちた，あの預言者ダニ

エルの見た石である。その石はほかの

王国を打ち破 り，全地に満ちて永遠に

栄えた。

神の王国は勝利者である。勝利者の

側につ くのはすば らしいことではない

だろうか。あなたは勝利者を好まない

だろうか。私は好む。実の所，私 は負 。



けずぎらいである。私は自分を，世界一

あきらめの悪い敗北者であると思 う。

敗北は信 じた くない。ある人々は，勝

ち負けではな く，いかに闘ったかが問

題なのだと言 う。あなたは考えないだ

ろうか，勝つと負けるとでは大違いで

ある。私たちはこの地上へ勝つために

やってきた。主に堅 くついているな ら

ば勝利を収あるであろう。なぜなら，

主は負けはしないか らである。主は負

けるはずがない。王国は勝利者であり，

私たちが王国の道を歩むな らば，主は

共に勝利を収めるであろう。 「……終

りまで忍ぶ者は救われん。」(皿 ニーフ

ァイ31：15)こ の約束は確かである。

証は私たちを救いは しないが，信仰

や，忍耐をも含む改宗を伴 った証は，

私たちを昇栄に導 くのである。

救い主のみ言葉に耳を傾けよう。

「この故に汝 らは主の代理入なれば

主の用向を有てる者なり。 されば，何

事にまれ主の意に従いて汝 らの為すと

ころはすなわち主の業務なり。

この故に善を為すにうむ こ と なか

れ。 これ汝 ら今偉大なる一事業の基礎

を置きつつあればなり。それ，小なる

事より偉大なる事起 る。見よ，主 は真

心 と喜びて事に従 う精神 とを求む。喜

びて従順に従 う者たちは，この末の世

に於てシオソの地の善 きもの を 食 わ

ん。而 して叛 く者たちは，シオンの地

より断ち切 られて外に追い出され，そ

の地をつぐことなからん。われ誠 に告

ぐ，叛 く者たちはエフライムの血筋に

あらず， この故に彼 らは抜 き捨てらる

べ し。見よ，主なるわれはこの末の世

に於て，わが教会をある小山の上，す

なわちある高き所に坐せる一判事の如

く為して諸々の国民を審か しむ。およ

そシオソに住める民は，シオソに関す

るあ らゆる事を審 くべ し。およそ偽る

者，偽善者たちは彼 らによりて証明さ

れ，使徒にして預言者にあ らざる者た

ちも彼 らによりて知らるるなり。およ

そ判事たる監督およびその副監督たる

者たちも，もしその管理人の職に忠実

ならずば罪ありとせ られ，他の者代 り

てその地位に置かれん。見よわれ汝 ら

に告 ぐ，シオソは繁栄 して主の栄光そ

こに留 らん。而 してシオソは民の旗標

となり，民は天下の万国より此所に集

り来 るべ し。而して万国の民シオソの

怖 るべ きによ りておののき， シオ ソの

怖 るべ き者た ちによ りて怖 るる時至 ら

ん。主 この事を語れ り。 ア ー メ ソ。」

(教 義 と聖 約64：29，33-43)

あ な たは これを敗北 者 と見 るだろ う

か。そ うではない と申 し上 げたい。改

宗 した人 ，主 と主 に油塗 られた しもべ

たちに従 うことのできる人，彼 らこそ

は神 の目的 を実現 させ る人 々である。

神の王 国の立派 な指導者 となる前 に，

あなた はまず立派 な従者 とな らなけれ

ば な らない。従順 は犠牲 にまさり，聞

くことは雄羊の脂肪 にまさる。(サ ム

エル15：22参 照)

主 に油注がれた しもべた ちに従 うと

き，私 た ちが常に固 く立 ち忠実でい ら

れ るよ うに主が祝福 されん ことを。ま

た，私 たちが そ こに安 らぎを感 じられ

るよ うに。その ことを，イエスのみ名

によ り祈 るものであ る。アー メソ。
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「わ た しは恵 み を

あ なた がた に注 ぐ」

什分の一を払 うことは，私

たちの信仰 と忠実さをはか

る試 しである。

十二 使徒 評議 員会 補助

ヘ ン リ ー ・D・ テ イ ラ ー

物価ならびにサービス業の値上げに

伴って，イソフレはますます進行 し，止

まるどころを知 らない。これ ら諸物価

の上昇は多 くの人に影響を及ぼ し，と

りわけ定額所得者やその家族の生活は

一段 と厳 しいものになっている。限 ら

れた収入に対して需要が多 く，そのた

あ家計の調整を余儀なくされている。

二十数世紀も昔，主は預言者マラキ

を通 じてこの問題を解 く公式を与えて ，

おられる。 「わた しの宮に食物のある

ように，十分の一全部をわた しの倉に

携えてきなさい。これをもってわた し

を試み，わたしが天の窓を開いて，あ

ふるる恵みを，あなたがたに注 ぐか否

かを見なさいと，万軍の主 は 言 わ れ

る。」(マ ラキ3：10)

私たちはしばしば， 「私には什分の

一を払 うだけの余裕がない」 という言

葉を耳にする。だが， このようなこと

を口にする人は，自分たちに余裕がな
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いのは什分の一を払わないか らだとい

うことを，まだ理解していないのであ

る。経験か ら，多 くの教会員はこう証

する。主の恵みを得て残 り十分の九を

慎重に計画 し，予算をたて，知恵を用

いて使うことは，十分の十全部を感謝

の念 もな くただ無計画に使って しまう

よりははるかに祝福が多いと。

什分の一を支払 うことは，私たちの

信仰 と忠実さをはか る試 しである。数

十年前，ジョセフ ・F・ スミス大管長

は次のように勧告された。 「この原則

(什分の一)に よって，この教会の民

の忠誠が試されるだろう。この原則に

よって，誰が神の王国にふさわしく，

誰がふさわしくないかがわかる。」(ジ

ョセフ ・F・ スミス， 「福音の教義」

：第1巻P.271)

しば しば，「什分の一一とは何か」 とい

う質問が聞かれるが，かつて教会の管

理監督だったジ ョセフ ・：L・ワース リ

ソは，それについて明確な定義を下 し

ている。「什分の一とは，その言葉通 り

まさしく十分の一そのものである。給

与所得者の場合は全給与の十分の一，

事業所得者は収益の十分の一がそれで

ある。農家も同 じく実収入の十分の一

であり，また農家の場合，家族の生計

をささえるために使用した農産物の十

分の一 も含まれる。公正にみて当然要

求されるものなのである。なぜな らそ

の他の人は，家族を養 うに必要 とされ

る食物等を実収入で賄 っているからで

ある。投資をしている場合はその配当

金の十分の一であり，またすでに保険

料に対する什分の一を納めているなら

ば，掛けた保険の還付金か ら納めた保

険料を差し引いたものの十分の一とな

る」(「 大会報告」 〔英文〕1953年4

.月P.98)

歴代，教会の大管長は，什分の一を

払うことは全 く個人的なものであって

自ら進んで捧げるものであると説、明し

てきた。教会初期の大管長ブ リガム ・

日曜 日午 後 の 部 の 説 教

ヤソグは，聖徒 たちに こう教 えている。

「私 たちは，進 んで什分の一を払お うと'

しない人 に，什分 の一 を払 うよ う求め

は しない。ただあなたが たが什分の一

を払 おうとす る ときは，正直に払 いな

さい。」(βγ忽加 〃z}ζo〃〃90η717飾 勿9

「ブ リガ ム ・ヤソ グ，什分 の一を語 る」

〔英 文〕イ ソプル ーブ メソ ト ・エラ，

1941年5月P.282)

後 年 ， グラソ ト大管長 は次 のよ うな

言葉 を もって民 に勧告 している。 「主

は月に一度 ，紙幣 を集 めて回 る集金人

を送 られてはい ない し，私 たちに勘定

書 を送 って こ られ る こともない。主 は

私 た ちを信頼 して お られ るのである。

私 た ちは主 の代 理人で あ り， 自由意志

を与 え られてい る。」(ヒ ーバ ー ・J・

グ ラソ ト「什分 の一 の面接」Se観 θ〃z6初

〔英文〕 イソ プル ーブ メソ ト・エ ラ，

1941年1月P.9)

什分 の一 は，所得 あるい は利益を得

た時点 で払 うことに価 値が ある。 ただ

農家 や自営業 については，通 常 その収

益 を年間 で計算 しなければな らないで

あち う。長年 の経験 と観察 か ら， グラ

ソ ト大管長 は再 び次 のよ うに勧 めてい

る。 「什分 の一 の支払 いはその季節 ご

と，つ ま り収入を得 た ときにす ると容

易に支払 うことがで きる。毎月 什分 の

一を払 ってい る人 は
， それ を年末 まで

引延 ばす人 よ りも， はるか にたやす く

払 ってい る。」(ヒ ーバ ー ・J・ グラソ

ト 「什分の一の面接」 〔英文〕P.9)

什 分 の一の律法 は戒 め として主か ら

与 え られた もので ある。私 たち1まこの

律法 と戒 めを守 るとき，約束 され た祝

福 にあずか ることがで きる。主 は言わ

れ た。 「汝 らわが言 うところを行わば

主 なるわれ これに対 して責任 あ り。 さ

れ ど，汝 らわが言 うところを行わずば

汝 ら何 ら約束 を受けず。」(教 義 と聖約

82：10)

教 会 のまだ 日が浅 い頃，ひ とりの善

良で忠実 な女性が いた。殉教 した大 祝
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福 師ハイ ラム ・ス ミス の未亡人， メア

リー ・ス ミスで ある。彼女 は主 の約束

を堅 く信 じて いた。息子 のジ ョセ フ ・

F・ ス ミス，孫 のジ ョセ フ ・フ ィール

デ ィソグ ・ス ミスは共 に教会 の大 管長

となっている。 ジ ョセ フ ・F・ ス ミス

大管長 は，10歳 の とき起 きた出来事を

次 のよ うに語 ってい る。

「私 はまだ子供 の頃に起 きた出来事

をあ りあ りと記憶 してい る。私の母 は

未 亡人 で，大勢 の家族を養わな けれ ば

な らなか った。 ある年の春， じゃが い

もの貯 蔵所を開け ると，母 は一番良 い

じゃがい もを私 たちに持 たせて，什分

の一を納め る事務所へ行 った。 その年

じゃがい もは不作で あま り採 れなか っ

た。 当時私 はまだ小 さか ったが ，荷 馬

車を走 らせて行 った私 たちが 什分 の一

の事務所 の階段 を上が って行 って， じ

ゃが いもの荷物 をほど こうとしてい る

と， ひと りの書記が やって：来 て母 に言

った。rス ミス姉妹 ，未 亡人 のあなた

が什分 の一 を納 めなければな らないな

ん てあんま りだ。』………彼は，母が什

分 の一 を納 め ることを叱 って，母に賢

明でない し分別 もない と言 った。 そし

て，什分 の鱒 の事務 所か ら生活を ささ

え られてい る人 で， もっと強 くて働 く

ことので きる人がほか に何人 もいる と

言 った。母 はその人に向か って， き っ

ぱ りと言 った。rウ ィ リア ムさん， あ

なた こそ 自分の ことが恥ずか し くない

のですか。 あな たは，私か ら祝福 を取

り上げ ようとす るのですか。 もし私が

什分の一を納め ないな ら，私 は主が祝

福を下 さ らない ことを覚悟 しなければ

な りません。私が什分 の一 を納 め るの

は， それが神 の律法で あ るか らだけで

な く，納 め ることによ って主 か ら恵み

をいただきたいか らです。 この律法や

他 の律法 を守 ることによ って，私 は富

め る者 とな り，家族 を養 ってい けるよ

うにな ると思 ってい るのです。」(「 大

会報 告」1900年4.月 ，P.48)

私は今，1948年10月 にこの歴史的な

タバナクルで開かれた半期総大会を思

い出 している。そのとき，十二使徒評

議員のマシ ュー ・カウリー長老が話し

ておられた。私は，カウ リー長老が話

されたひとつの出来事に深い感銘を受

け，それは今で も心に残っている。カ

ウリー長老はニュージーラソ ド伝道部

の伝道部長 として働いていたとき，ひ

とりの善良なマオ リの姉妹を訪れた。

この姉妹は什分の一の原則を心か ら信

じ，忠実に守っていた。カウリー兄弟

は，その時の経験をこのような言葉で

語 った。

「さて，私はあるとき，その近隣を

訪ねるときはいつもしているように，

この小柄で気品のある婦人を訪れた。

年は80を 越え，目が見えなか った。彼

女は教会の支部がない所に住んでいて

宣教師が訪問する以外に神権者 と会 う

ことはなかった。当時，宣教師はいな

かった。戦争のため引き揚げていたか

らである。

私は彼女の方に歩み寄 り，マオ リの

方法で挨拶をした。彼女はかすかな火

をたよりに裏庭に出ていた。私が手を

差 し出して握手を し，ほほずりしよう

とすると，彼女はr私 と握手を しない

で ください……』乏言 う。

私が，rお や，見事に手が汚れてい

ますね。でも私は喜んであなたと握手

がしたいのです。そうしていただけま

せんか』と言 うと，

rま だできません』と言 う。それか

ら彼女は四つんばいになり，彼女の小

さな家の方にはって行った。そして家

の角に置いてあった くわを手にすると

今度は距離を測 りなが ら別の方向には

って行った。目当ての場所にたどり着

くと，彼女は手にした くわで土を堀り

始めた。そして何かかたいものにぶつ

かる音がした。両手で土をかき出 し，

果物つぼを取り出した。彼女は果物つ

ぼをあけると，中に手を入れて何かを

藝

藝 i嚢

取 り出 し，私 に渡 した。 それはニ ュー

ジーラソ ド貨幣 であ った。ア メ リカ貨

幣 に換算 すれば，おおよそ百 ドル に相

当 したであ ろう。

彼女 は言 った。rこ れは私の什分 の

一 です
。 さあ， これで神の神権者 と握

手 す ることがで きます。』

rあ な たはこん なに多 くの什分の一

を納めな くて もよ いのです。』

rえ え，その ことはわか っています。

今，それを納め る義務はあ りませんが，

前 もって い くらかで もお支払 いしてお

きたいのです。神 の神権者が こち らに

またいつ回 って来 られ るのか わか りま

せん ので』 と彼女 は答 えた。

ここまで話 す とカウ リー兄 弟の声 は

途切 れ，深 い感 動を こあて語 った。

『その とき私 は体 をかが め，額 と鼻 を

彼女 の額 と鼻 に押 しつけた。私 のあふ

れ る涙 が彼女 のほほを漏 らした。…』

(「大 会報 告」1948年10.月 ，P.159，60)

愛 す る兄 弟姉妹の皆様，主は必 ず約

束 を守 られ る。主 は誠 に，忠実で主の

戒 あに従 う者 に天の窓を開 き，恵みを

注いで くだ さるので ある。 しか しそれ

は主の方法 によって与え られ る。祝福

は金銭的 なものか も知れ ない し，一時

的 なものか も知れ ない。 また霊感 あふ

れ る経験，力や平和，慰 めが もた らさ

れ る ことによ って気づ くこ と も あ ろ

う。主が お与 え くだ さる祝福 は， たと

えその時点 で祝福 だ と認 め られないこ

とが あ るにせ よ，不 思議 な思い もよ ら

ない方法 で もた らされ る。主 の約束 は

守 られ るか らであ る。

これ らを主 で あり，救 い主 であ るイ

エス ・キ リス トのみ名に より証 申レ上

げ る。アー メソ。
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尋 日本東郭 テ幽キ部

惹 十二使徒L小 ム・ペ リー長老 のお話

わた くしは今日，みなさんと一緒に

この世の最初の両親について考えてみ

たいと思います。エデソの園を離れて

か ら，この二人を神様がどのようにお

導きになったかを読むことは，興味あ

ることです。当時，読むべき本はありま

尋 せんでした・指導者 もいませんでした・
またこの二人には教えて くれる両親も

尋 いませんで した。それ ゆえ，導 きを受 け

尋 る崩 に・まつた く主によ り頼まなけ
ればな りませんで した。モ ーセの書の

尋 中には，この二人が自分の家族に対し
尋 て行なった5つ のことが書いてあ りま▼

尋

す。

「われ主 な る神，アダ ムとイ ヴを追

い出 してよ り，アダ ム先にわれ主の命

じた りし如 く，土地 を耕 しすべての野

の獣 を治 め，彼 の額 の汗によ りて食物

を食 うことを始 あた り。」(モ ーセの書

5：1)

そ の次 に，非常 に大 切で興 味あ るこ

とが書 いてあ ります。 「而 して，妻 な

るイヴもま こと・に彼 と共 に働 きた り。」

(モ ーセの書5：1)最 初 の両親 は二

人で共 に働 くとい う模範 を私 たちに残

してい ます。 このことか らおわか りに

な ると思い ますが，妻 なるイ ヴもま こ

とに彼 と共 に働い たのです。ア ダムの

前 に立 って働 くので もな く，後 にな っ

て働 くので もな く， 「サイ ド バイ

.サイ ド」 すなわ ち並んで共 に働 い たの

です。

お互 いが このよ うに して共 に働 く最

尋 初の夫と妻の姿はなんと鰍 なことで

しょう。主は彼 らを祝福 したもうて，

やがて息子，娘 らが生まれました。そし

て，子供たちが増えて地を満たし始め

たのですか らこの二人は人類のために

努力したのです。主のみ前か ら断ち切

られていま したので，二人がどのよう

にして主と意志の疎通を計ったのか見

てみましょう。モーセの書に2人 が主

を呼び求めた様子が書いてあ ります。

「アダムとその妻イヴ主の御名を呼

びたるに，エデソの園を指して行 く途

のかなたより声聞えて彼 らに語りたま

えるが，その御顔は見えざりき。そは

彼 ら主の居 りたもう所より締め出され

たればなり。」(モ ーセの書5：4)

この聖句に私たちは神様か らの指示

を受ける方法を学びます。主の御名を

呼んで主が私たちを指導 して下 さるよ

うに求め，その指導に身を投ずること

です。

二人が主を呼び求めた時，主はその

祈 りに答えて彼 らを導きま した。何を

なすべきかをお教えになりました。ま

たアダムは主の誠命に忠実であったと

記 されています。

主がおっしゃったようにアダムとイ

ヴは歩みました。モーセの書5章12節

に 「アダムとイヴとは神の御名を讃め

息子娘 らにすべての事を知 ら しめ た

り」 と書いてあります。夫婦二人して，

両親二人 して自分の子供たちに神様の

ことを教えなければならないことが，

このことか らわかります。

また主 は二人の家族をどのように組

織した らよいのかとか，父親や母親の

責任についても語っておられます。二

人がそれぞれ自分に与えられた責任を

果す時は，家族は正義の中で進歩 しま

した。私たちは父母として自分の子供

たちに何を教えるべきで しょうか。教

義 と聖約88章 の119節 には次のように

書いてあります。

「汝 ら組織 して必要なる物をことご

とく調えよ。而 して，祈りの家，断食

の家，信仰の家，学問の家，栄光の家，

秩序の家，神の家なる一つの家を建つ

べ し。」

すべての両親は，自分たちにとって

大切な聖句を書き出し，みんなの前に

かかげてお く必要があると思います。

聖典を書き出してお くことによって，

家族に教えるべきことがわかりやす く

なってきます。

わたくしは今 日，みなさん方に神の

家をよく打ち建てるよう勧告 します。

まず神権によって祝福 されている神の

家をお建てになるよう勧告 します。お

父様が家長として，その家庭に立つの
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です。同じ考えで家族をよ く薫陶でき

るよう，奥様がそばに立って同じよう

に夫を助けるのです。

数年前，わた くしがステーキ部長会

の一員であった時，主がお示 しになっ

た方式にのっとることのできない一つ

の家族がありました。お父さんは教会

に活発ではありませんでした。それで

お母さんが家族の指導にあ た り ま し

た。毎月証会にこの奥さんがいらっし

ゃって証をなさいました。ほんとに，

私の主人が活発になって くれたらと，

証されました。それで神権指導者は，

彼女の願いが叶え られるように努力し

ましたg彼 女のご主人にいろいろ働 き

かけてみることにしました。数 ヵ月後

に，彼は教会に来 るようにな りました。

やがて長老に按手聖任されま した。教

会の長老になるよう私たちが彼の頭に

手をおいた時，家族はほんとうに喜び

ました。彼は神権者になりました。そし

て責任のひとつとして家族を指導する

責任を感 じました。 ところが奥 さんは

ご主人が指導することにあまり賛成で

はありませんでした。奥 さんは続けて

家族を指導 したかったのです。やがて

家族の中に葛藤が起 こりました。

二つの頭を持つことは出来ません。

神権を持つお父 さんが家庭を管理すべ

きです。奥さんはその横に立って，ご

主人を助け，支え，支持すべきです。

葛藤がますます激 しくなったので，や

がてお父 さんは指導することをあきら

めるようになりました。お父さんは再

び不活発になりました。お母さんが不

自然な指導を自分で行なったのです。

家族は文字通 りちりぢりば らば らにな

りました。離婚がおこり，子供たちは

みんな家庭か ら離れました。

私はこのことか らいつ もこう思って

います。正 しい方式に従わないで管理

される家庭は，やがて不幸を招 くとい

うことです。主は私たちに家撫 ま永遠

に続 くと教えてお られます。 しか しそ

れは族長の方式に従っては じあて永遠

に続 くのです。 このことは最初の両親

であったアダムとイヴに教え られま し

た。当時は，いわゆる政府 というもの

はありませんでした。族長政体で族長

が治めたにすぎません。もし主がその

ような族長政体で永遠に私たちをお治

亙)になるのでしたら，わたしたちはこ

の地上ですでにそれを会得 してお くべ

きで しょう。わた したちは自分の家族

を正 しい原則に基いて導かなければな

りません。 ，

正 しい家庭をつ くる要素について，

少 し考えてみましょう。子供たちに，

わが家が祈 りの家であるように教えて

ください。主のために，どのように自制

することができるか教えて ください。

イエス ・キリス トの福音に深い永遠の

信仰を持つように教えて ください。も

っとも良い教育は父 と母から受け られ

ます。その他の言いかげんな教えに惑

わされないように教えて ください。自

分の家を栄光の家，礼拝の家にするこ

とができるように子供たちに教えて く

ださい。自分の家を主がなさるような

秩序の家にするよう子供たちに教えて

ください。 このようなことが らが行な

われ るならば，みなさん方は神の家に

住んでいることになるのです。

兄弟姉妹のみなさま，今を去る6カ

月前にわた しの生涯で最もすば らしい

出来事がおこりました。私は預言者と

その二人の副管長，および十二使徒会

の方 々と一緒 に神殿の上の方の部屋に

行 くように呼ばれました。その天国の

ような部屋でわた くしは預言者か ら使

徒 になるように言われました。わた く

しがそのような召 しにどのように答え

るかたずね られました。わた くしが，

その時語る言葉はみんな記録されるに

ちがいないとわかりました。その時，

私ははっきりとこの福音が真実のもの

であり，神様のものであることがわか

りました。それが終るとわた くしは部

屋の中央にある椅子に腰かけるように

いわれました。そして，預 言 者 は 手

を私の頭におかれました。わた くしを

現在の召しに聖任して くださったので

す。この地上で，預言者でなければ，

いかなる人間と言えどもこのような祝

福を宣言することはできない，そう思

いました。神様の霊感な くしてあのよ

うな宣言をすることはできないと思い

ました。その時以来，私の心か ら疑いと

いうものがまったくなくなりました。

神様が真に生きたもうとい うことを，

はっきりとその時に知っていました。

またイエスがキリス トであるというこ

とをその時はっきりと知 って い ま し

た。また預言者であるスペソサー・W・

キソボール大管長 と救い主 とをへだて

ているベールが非常に薄いものである

ということが この時にわかりました。

みなさん方の生涯で，このような改

宗がおこる時，みなさん方は再び以前

の自分 と同じようになることはできな

いのです。生まれ変ったみ な さ ん方

は，今やみなさん方の同胞にこの福音

を分 ち合 う責任があるのです。わた く

しは今 日みなさん方がその手を直角に

上げて，ステーキ部長を支持なさるの

をみました。日本の地においてみなさ

ん方が 自分の力のかぎりを尽 くして主

の王国をこの地に建設していただきた

いと思います。もしみなさん方がその

ようになさるな らば，天の窓は開いて

天父なる神の王国で奉仕する喜びと満

足を得 られるにちがいありません。わ

たくしたちが天父なる神様の王国の建i

設にまい進できますように，イエス ・

キリス トの御名を通 してお祈りいたし

ます。

(10月27日

に て抄録)

日本東京ステーキ部大会
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日本東京 ステー キ部 が

二 つ の ス テ ー キ部 に

10.月27日 ， 十二 使徒 ：L・ トム ・ペ リー長老管理 のも とに， 日本東京 ステーキ部大会が東京

第三 ワー ド部 において開かれた。 この大会で1970年3月 に組織 された 日本 東京ステーキ部

は二つ に分割 され，新 しく日本横浜ステ ーキ部が誕生 した。各 ステーキ部 の範囲 と役員は

下 記の ように決定 され た。

醐
(左は柏倉仁，右は菊地良彦各ステーキ部長)

日本東京ステーキ部
ノ
'所 属 範囲

，東京 第1ワ ー ド部，東京第2

、 ワー ド部，東京第3ワ ー ド部

東 京第5ワ ー ド部，ひば りが

丘 ワー ド部，浦和 ワー ド部，

千 葉支部 ，国立支部 ，朝霞支

部 ，柏 支部

!

ノ

'

ノ

、

、

，

、

ノ

、

'

ステーキ部長

第1副 ステーキ部長

第2副 ステーキ部長

高等評議員

菊地 良彦

福田 真

岡本 亮

丸山 周兵

丹羽 三吾

八木沼修一

井上 竜一・

赤松成次郎

矢野 義高

猪股 勝彦

細谷 佐

井上 正年

神田 治

高井 淳一

福島 克明

、

♂
～

、

♪

`

馬

ζ

、

、

覧

`

!

、

'

ノ

、

、

、

`

'

、

～

'

)

、

覧

、

、

(
'

、

へ 、 、 、1、'馴 戸 、

日本横浜 ステーキ部

所属範 囲 東京第4ワ ー ド部，横浜第1・

ワー ド部 ，横浜 第2ワ ー ド部 、
(

町田ワー ド部，藤沢支部，八

王子支部，小田原支部，川崎

支部，南支部，杉田支部，平

塚支部

ステーキ部長

第1副 ステーキ部長

第2副 ステーキ部長

高等評議員

柏倉 仁

坂井 圭

浅闇 玄也

相良 健一

福井 弥

小室 敬

佐倉井正彦

内山 雅宣

塚田 豊雄

渡部 正尚

上野 道男

和田 平助

保坂 三郎

宮下阿佐夫

田中 靖也

、

(

'
ノ

、

(

、

♂

ノ

)
～

'

ノ
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ア ン ・R・ ボ イ ヤー 第 二 副 会長

扶助協会，初等協会の新管理会長会任命 さる
これ まで長年にわ た り献身的 な奉仕 を続 けて きた，扶助 協

会お よひ初等協会 の中央管理会長会会 員か， このたひ全員 そ

の任を解かれた。扶助協会 の中央管理会長 を務 めたベル ・S

・スパー ツフォー ト姉妹 およひ 副 会 長 のマ リア ソ ・クラー

ク ・シ ャープ姉妹，ルイス ・ウオー レス ・マ ドセソ姉 妹 は，

1974年10.月3日 の扶助'協会大会で ，また初等'協会 の ラバー ソ

・ワ ノツ ・パ ー ムリー管理会長 およひ副会 長であ るナオ ミ ・

ワー ト・ラソ ドール， フ ロー レソス ・リース ・レー ソの両姉

妹は，第144回 半 期総大会 の10.月5日 の集会 で，それぞれ解

任 され た。

また これ に伴 い，両協 会の中央管理会会員 は全員解任 され ，

新会員か支持 され た。

1945年 以 来扶助'協会 中央管理会 長の職 に あったスパ ノフォ

ー ト姉妹 は，心境 を こう語 ってい る。 「人生を振 り返 ってみ

て感 じる ことは，扶助協会 か ら受 けた恩恵が あまりに も大 き

過 ぎるとい うことです。数 々の機会 に恵 まれい ろい ろな こと

を経験 し，祝福 は数 え切れ ませ ん。主が私 を深 く愛 して下 さ

って いる ことを考 える と，心 か らへ り くだ りたい気 持です。」

扶助協会 の管理会長 として新 たに支持 されたのは，ハーハ

ラ ・ブラ ソ ドン ヨー ・ス ミス姉妹 で，教育 担当副会 長はゾ ヤ

ナス ・ラ ンセル ・キ ャノソ姉妹 ，ホー ムメーキソグ担 当副会

長 はマ リアソ ・リチ ャース ・ホイヤー姉 妹であ る。

パ ーム リー姉 妹 は この解任 で，23年 間にわた る初等協会 中

央管理会会長 と して の奉仕 に終止符 を打 った。彼女 は1941年

に中央管理会会員 に召 され，次 いで1943年 に は中央管理会副

会長， そして1951年 に管理会 長に召 された。

この全世界 に及ぶ3歳 か ら12歳 ま での47万1000名 以 上の少

年少女 の組織 の新管理会長 はナオ ミ ・マ ノクスフ ィール ト・

ゾヤムウ ェイ姉妹で ある。シ ャムウェイ姉 妹は，副会 長 とし

てサ ラ ・ブロー トベ ソ ト・ポ・一ル セソ，コ リーソ ・ブ ソシ ュ

マソ ・レモソの両姉妹 を選 んだ。

初 等 協 会 中 央 管 理 会 長 会 の新 任 と解 任

上 ラ ー ハ ン ・W・ パ ー ム リー 姉 妹

左 左 か ら サ ラ ・B・ポ ー ル セ ン第 一 副 会 長 ，

ナ オ ミ ・M・ シ ャム ウ ェ イ管 理 会 長 ， コ り一 ン
・B・ レモ ン 第 二 副 会 長
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